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毛
呂
山
町
か
ら
排
出
さ
れ
る
ご
み
の
量
は
、
年
間
１
万
１
６
４
６
ト
ン
で
、

一
人
あ
た
り
約
３
２
０
キ
ロ
グ
ラ
ム
を
排
出
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
み

の
う
ち
約
80
パ
ー
セ
ン
ト
が
可
燃
物
で
す
。
そ
し
て
、
可
燃
物
の
約
半
分
が

生
ご
み
と
し
て
排
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
ご
み
の
約
90
パ
ー
セ
ン
ト
は
水
分

な
の
で
、
皆
さ
ん
も
ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
生
ご
み
を
減
ら
し
て
、
ご
み
の

減
量
化
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ち
ょ
っ
と
し
た
工
夫
で
減
量
化
〜
生
ご
み

　
　

減
量
化
作
戦
〜

ご
み
処
理
費
用
は
年
間
で

一
人
あ
た
り
約
１
万
１
０
０
０
円

　

平
成
22
年
度
の
埼
玉
西
部
環
境
保
全
組

合
決
算
で
は
、
約
４
億
円
が
毛
呂
山
町
の

負
担
金
と
し
て
支
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
町

民
一
人
あ
た
り
で
は
、
約
１
万
１
０
０
０

円
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
計
算
に
な
り
ま

す
。
生
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
ご
み
の
排
出
量
を
減
ら
す
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
税
金
で
あ
る
町
の
負
担
金
も
減

ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
水
分
が
多
い
生
ご
み
を
燃
や
す

に
は
、
多
く
の
燃
料
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
そ
の
結
果
、二
酸
化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２
）

も
多
く
排
出
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
地
球

温
暖
化
を
抑
制
す
る
た
め
に
も
生
ご
み
の

減
量
化
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
な
の
で

す
。

特集

埼玉西部環境保全組合負担金とごみ搬入量の推移
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千円

可燃ごみ
82％

資源ごみ
13％

不燃ごみ
4％

粗大ごみ
1％

ごみの種類別搬入割合

出典：平成22年度埼玉西部環境
　　　保全組合資料（毛呂山町分）

20,000
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14,000
12,000
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8,000
6,000
4,000
2,000
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t（毛呂山町分）

468,824 487,342 468,742 432,400 403,598

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度
※平成20年度以降の負担金減少は、施設建設費の返済が
一部終了したためです。

300,000 12,77612,776 12,03212,032 11,80311,803 11,563 10,000
8,000

11,563 11,646

負担金
搬入量
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生
ご
み
は
実
に
そ
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
が

水
分
で
あ
り
、
残
り
の
大
部
分
は
有
機
物

で
、無
機
物
は
１
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
で
す
。

生
ご
み
は
含
水
率
が
高
い
た
め
、
乾
燥
さ

せ
て
水
分
を
飛
ば
す
だ
け
で
減
量
し
、
元

の
重
さ
の
５
分
の
１
以
下
に
な
り
ま
す
。

　

水
分
を
減
ら
す
に
は
、
三
角
コ
ー
ナ
ー

で
水
切
り
す
る
、
新
聞
紙
の
上
に
薄
く
広

げ
て
乾
燥
さ
せ
る
、
魚
の
干
物
用
ネ
ッ
ト

な
ど
に
入
れ
て
物
干
し
に
ぶ
ら
下
げ
る
な

ど
の
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
み
の
形
は

残
る
た
め
、
最
終
的
に
は
、
ご
み
処
理
施

設
で
焼
却
処
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

生
ご
み
は
、
私
た
ち
の
家
庭
内
で
発
生

し
、
少
量
で
分
解
し
や
す
い
も
の
で
す
。

微
生
物
を
活
用
す
れ
ば
堆
肥
と
し
て
有
効

利
用
で
き
た
り
、
ま
た
消
滅
さ
せ
る
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
自
然
の

循
環
に
乗
せ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
は
、
微
生
物
分
解

方
式
（
好こ

う
き気

発は
っ
こ
う酵

、
嫌け

ん
き気

発は
っ
こ
う酵

）
と
乾
燥

方
式
が
あ
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
方
式
も

生
ご
み
を
大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る

方
法
で
す
。
家
庭
菜
園
や
、
庭
に
ち
ょ
っ

と
し
た
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
人
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
庭
な
ど
が
無
く
て
も
、
ベ
ラ
ン

ダ
や
室
内
で
使
用
で
き
る
機
械
式
や
簡
易

式
の
生
ご
み
処
理
機
器
で
堆
肥
化
す
る
方

法
も
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
生
ご
み

の
堆
肥
化
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

な
お
、
生
ご
み
の
堆
肥
化
方
式
に
つ
い

て
は
、
４
〜
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
、
そ
ち
ら
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
の
減
量
化
推
進
を
図
る
た
め
、
家
庭
用

生
ご
み
処
理
機
器
設
置
者
に
対
し
補
助
金

を
交
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
補
助
金
申
請
は
、
左
記
の
窓

口
に
処
理
機
器
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
領
収

書
、
預
金
通
帳
、
印
鑑
を
持
参
し
て
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
生
活
環
境
課
環
境
係
ｔ
内
線

２
１
２

ちょっとした工夫で
減量化！

特集

生
ご
み
の
90
パ
ー
セ
ン
ト
が
水
分

生
ご
み
を
堆た
い
ひ肥
化
し
よ
う

家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
器

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す

生ごみの
90％が水分

ごみ収集
車の運行
でＣＯ２

が発生

ごみと
して排
出

生ごみ
処理機
器の利
用

堆肥や
肥料に
する

野菜を
育てて
食材に
利用

自然の循環

生ごみを自然の循環に乗せましょう

堆肥化できるもの 堆肥化できないもの

●調理クズや食べ残し
●魚の骨
●卵の殻、茶殻、コー
　ヒーかす

●木串、竹串、ペーパー
　フィルター、プラスチッ
　ク類
●豚骨や貝殻、果物の大
　きな種など硬いもの
●腐敗した生ごみやペッ
　トのフン

毛呂山町家庭用生ごみ処理機器設置補助金制度
基　準 補助金額

コンポ
スト式

容積が100リットル以上のもの。 
耐水性および耐久性のあるもの。 
臭気などの発散防止や雨水が流入し
ないように安全なふたがあるもの。 

１基につき3,000
円を限度とし、１
世帯２基以内 

電気式

電気を用いて微生物による分解消滅
方式によるもの。 
生ごみの堆肥化を目的に製造された
もの。 

購入費の２分の１
以内で、 上限 が
20,000 円とし、
１世帯１機まで 

※補助金の額に100円未満の端数があるときは、その端数を
切り捨てます。

焼却処分
すること
でＣＯ２

が発生

焼却処分
すること
でＣＯ
が発生



1 

コ
ン
ポ
ス
ト
式

生
ご
み
の
減
量
化
を

　
　

始
め
て
み
ま
せ
ん
か

　私の家では、結婚以
来33年間生ごみは出し
ていません。毎日、蓋

ふた

付バケツ１杯分の生
ごみが出ますが、貝殻
などを除いて、どんな
ものでも投入していま
す。
　コンポスト式機器は、満杯にはせず、半分
くらい溜

た

まると別のコンポスト式機器に変え
ます。夏場は、虫が発生するので、町で配布
している資材（おがくず４：腐

ふ よ う ど
葉土１：バー

ク堆肥１を混合）を播
ま
いています。そうする

と、虫の発生が減りますし、生ごみも早く減
ります。このほか、乾いた土や草木灰、米

こめぬか
糠

なども投入しています。処理物は、半年位熟
成させて、畑の肥料として利用しています。
　コンポスト式機器は、水分を吸ってくれる
ので、生ごみの減量化には向いています。畑
やちょっとした庭がある人なら、ぜひ、コン
ポスト式機器を使用して欲しいですね。

生ごみは全て自家処理しています
～コンポスト式機器を3基設置～

　　　　小高　イツ子  さん（大谷木）

町補助金

の対象

　

排
水
が
良
く
、
日
当
た
り
の
良
い
場
所

に
設
置
し
ま
す
。
コ
ン
ポ
ス
ト
式
は
、
好こ

う

気き

発は
っ
こ
う酵
を
利
用
し
た
処
理
方
式
な
の
で
、

酸
素
の
供
給
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
良
く
か
き
混
ぜ
て
酸
素
を
入

れ
て
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
良
く
晴

れ
た
日
に
は
、
網
や
木も

め
ん綿
の
布
な
ど
で
防

虫
対
策
を
し
た
う
え
で
蓋ふ

た

を
は
ず
す
と
発

　

生
ご
み
は
、
分
解
し
や
す
く
栄
養
も
豊
富
の
た
め
、
良
質
の
堆
肥
に
な
り
ま
す
。

で
き
た
堆
肥
は
、
家
庭
菜
園
や
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
家

庭
で
生
ご
み
を
堆
肥
化
す
る
機
器
に
は
様
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん

も
こ
れ
ら
を
使
っ
て
生
ご
み
の
減
量
化
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

酵
が
順
調
に
進
み
ま
す
。
し
か
し
、
排
水

が
悪
く
水
分
が
多
い
状
態
に
な
る
と
悪
臭

を
伴
い
や
す
く
な
り
ま
す
。
好
気
発
酵
で

は
、
生
ご
み
の
含
水
率
を
60
パ
ー
セ
ン
ト

に
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
ご
み
は
含

水
率
が
90
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
る
の
で
、
乾

燥
し
た
土
や
お
が
く
ず
、
木き

屑く
ず

を
混
合
し

て
水
分
量
を
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

　

夏
場
は
、
虫
が
発
生
し
ま
す
が
、
乾
い

た
土
や
草
を
入
れ
て
乾
燥
さ
せ
る
の
が
一

番
良
い
方
法
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
方
式

だ
と
す
ぐ
に
容
器
が
一
杯
に
な
り
ま
す
の

で
、
２
個
以
上
容
器
を
用
意
し
て
交
互
に

使
用
す
る
こ
と
を
お
奨す

す

め
し
ま
す
。ま
た
、

少
量
の
石
灰
や
石
灰
窒ち

っ
そ素
、
ゼ
オ
ラ
イ
ト

（
軽
石
）の
粉
末
を
播ま

く
と
虫
の
発
生
が
収

ま
り
ま
す
の
で
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。な
お
、コ
ン
ポ
ス
ト
式
の
生
ご
み
処
理

器
は
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
、Ｊ
Ａ
、金
物
店

な
ど
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。料
金
は
、

４
０
０
０
円
〜
６
０
０
０
円
程
度
で
す
。

コンポスト式生ごみ処理器

コンポスト式生ごみ処理器の中身

　

生
ご
み
の
堆
肥
化
に
は
様
ざ
ま
な
方
法

が
あ
り
ま
す
が
、
大
別
す
る
と
微
生
物
を

利
用
す
る
方
法
と
機
械
で
乾
燥
さ
せ
る
方

法
に
分
け
ら
れ
ま
す
（
左
図
参
照
）。

微生物
分解式

好気発
酵利用

・土に埋める
・コンポスト式
・簡易式（発砲ス
　チロール箱・ダ
　ンボール箱など）
・電動処理機　
　（バイオ式）

・密閉式容器

・電動処理機
　（乾燥式）

堆
肥
利
用

乾燥式

嫌気発
酵利用

二
次
処
理

（
熟
成
処
理
）

様ざまな堆肥化方法と堆肥利用までの流れ
様
ざ
ま
な
処
理
方
式
が
あ
り
ま
す
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ちょっとした工夫で
減量化！

特集



2 

電
気
式

3 

簡
易
式

　生ごみの処理に困っ
ていたところ、電気店
の紹介で電気式生ごみ
処理機を購入しました。
処理機は屋外に設置し、
１週間分の生ごみをま
とめて処理します。処
理もボタンを押すだけ

なので、いつの間にか終わっているという感
じです。生ごみは、しっかり乾燥されていて、
手で触っても不快な感じはありません。ごみ
の量も５分の１ぐらいに減少します。処理後
の生ごみは、親戚から借りている畑に播

ま
いて、

夏野菜を育てる肥料に使っています。
　生ごみ処理機を購入してからは、生ごみを
出さずに済んでいます。集積所にはパッケー
ジや紙類のごみしか出しませんので、軽くて
臭いもしないのでとても楽です。生ごみ処理
機は、手軽で便利なので、これからも使い続
けたいと思います。

電気式生ごみ処理機（乾燥式）
を設置しています
　　　　　　　一ノ瀬町子さん （川角）

　

電
気
式
生
ご
み
処
理
機
に
は
、
ヒ
ー

タ
ー
で
加
温
し
て
数
時
間
で
乾
燥
す
る
乾

燥
方
式
の
も
の
と
、
お
が
く
ず
の
よ
う
な

菌き
ん
し
ょ
う
床
と
い
う
微
生
物
の
住
み
か
の
中
で
、

生
ご
み
を
分
解
す
る
微
生
物
分
解
方
式
の

二
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

乾
燥
方
式
で
は
、
数
日
ご
と
に
処
理
物

を
取
り
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
が
、
生
ご

み
を
強
力
に
乾
燥
さ
せ
て
し
ま
う
た
め
、

衛
生
的
で
す
。ま
た
、微
生
物
の
力
は
ま
っ

た
く
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

　

微
生
物
分
解
方
式
で
は
、
数
か
月
か
ら

１
年
間
、
処
理
物
を
取
り
出
す
必
要
が
あ

　

町
で
は
、
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
を
利
用

し
た
簡
易
式
の
生
ご
み
処
理
器
を
推す

い
し
ょ
う奨し

て
い
ま
す
。
作
り
方
は
左
図
の
と
お
り
で

す
が
、
お
が
く
ず
４
・
腐ふ

よ
う
ど

葉
土
１
・
バ
ー

ク
堆
肥
１
の
割
合
で
混
ぜ
た
資
材
の
な
か

に
、
米こ

め
ぬ
か糠

を
ま
ぶ
し
た
生
ご
み
を
混
合
す

る
だ
け
で
す
。
発
酵
が
進
む
と
温
度
が
上

昇
し
ま
す
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
生
ご
み

が
減
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
生
ご
み
を
追

加
し
ま
す
。
こ
の
繰
り
返
し
で
、
し
ば
ら

く
使
え
ま
す
。

　

こ
の
生
ご
み
処
理
器
は
、
お
が
く
ず
の

臭
い
が
す
る
だ
け
な
の
で
、
屋
内
に
置
く

こ
と
も
で
き
ま
す
。
発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
箱

と
資
材
に
つ
い
て
は
、
生
活
環
境
課
で
無

料
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

資材を

無料配布

町補助金

の対象

電気式生ごみ処理機
（乾燥方式）

参考図書
　家庭でつくる生ごみ堆肥～よくある失敗防ぐポイント～（農山
村漁村文化協会発行）/生ごみ堆肥リサイクル（家の光協会）/は
じめよう生ごみリサイクル（札幌市環境局） 産業まつりの会場で、簡易式生ごみ処理器の

広報活動を実施

※発酵

電気式生ごみ処理機
（微生物分解方式）

り
ま
せ
ん
が
、
好
気
性
菌
の
働
き
を
利
用

す
る
た
め
、
菌
の
培ば

い
よ
う養
資
材
を
入
れ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

生
ご
み
処
理
機
は
、
町
内
の
電
気
店
ま

た
は
家
電
量
販
店
で
５
万
円
程
度
の
も
の

が
多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。
悪
臭
な
ど

も
発
生
し
な
い
た
め
、
利
用
者
が
増
え
て

い
ま
す
。

5 4広報もろやま  12月20日号広報もろやま  12月20日号

ちょっとした工夫で
減量化！

特集



③

一の馬　乗り子　初野　匡
たすく

くん（毛呂本郷）

二の馬　乗り子　石井雄
ゆうだい

大くん（長瀬一区）

三の馬　乗り子　小川巧
よしはる

流くん（沢田）

のイベントＺｏｏｍＵｐ！秋 伝伝統行事に拍
はくしゅ

手喝
かっさい

采！

7 6広報もろやま  12月20日号広報もろやま  12月20日号

イベントの

Ｚｏｏｍ Ｕｐ！秋

　11月３日、出雲伊波比神社において流鏑馬が奉

納されました。本祭りには、今年も大勢の観客が訪

れ、様ざまな馬上芸が披露されるたびに大きな拍手

が沸
わ

き起こりました。流鏑馬は、朝
あさまとう

的と夕
ゆうまとう

的の２

度に分けて行われ、乗り子

が馬上から矢を放つ矢
やまとう

的の

ほか、センス、ノロシ、ミ

カン、ムチ、モチなどが行

われました。矢的では、矢

が的に当たる度に、観客か

ら大きな歓声があがりまし

た。

伝伝統行事に統行事に拍手喝喝采！

　11月３日、出雲伊波比神社において流鏑馬が奉　11月３日、出雲伊波比神社において流鏑馬が奉

― 出
いずも

雲伊
い わ い

波比神社の流
や ぶ さ め

鏑馬 ―



向を凝
こ

らした遊びがたくさん！趣

　11月3日、福祉会館駐車場で青少年相談員協議会主

催の『ヤングフェスティバル2011』が行われました。

あたってポン!　をはじめとして、輪投げやクラフト、

ストラックアウトなどたくさんのアトラクションが用意

され、多くの子どもたちが楽しみました。

事な菊が勢
せいぞろ

揃い！見
　11月2日から4日まで、福祉会館駐車場で『第40回

毛呂山菊花展覧会』が開催されました。町民の皆さんが

丹
たんせい

精込めて育てた色とりどりの菊が咲き競い、菊が展示

された会場は、多くの来場者で賑
にぎ

わい、見事に育てられ

た菊に見入っていました。

プロ野球選手の指導に感激！　プロ野球選手の指導に感激プロ野球選手の指導に感激元

　11月6日と13日、大類ソフトボールパークを主会

場に『第17回名球会メモリアルカップ毛呂山少年野

球大会』が開催されました。町内外

から本大会とジュニア大会にそれぞ

れ16チームが参加し、熱戦を繰り広

げました。大会初日には、元プロ野

球選手の松原誠さんによる野球指導

も行われました。

で楽しむ福祉の祭典で楽しむ福祉の祭典皆
　11月6日、役場来客駐車場で『第21回ふれあい広

場』が開催されました。福祉関係団体による模擬店など

のほか、車イスや手話体験などが行われました。ステー

ジでは、川角小学校の鼓
こ て き

笛演奏や日本医

療科学大学によるよさこい、あいあい作

業所・滝ノ入作業所によるマリンバ演奏

などが行われたほか、一般参加による

「マルモリダンス」が行われました。た

くさんの楽しい催
もよお

しに、当日は、多くの

人が訪れ、会場は賑わいを見せていまし

た。

　11月2日から4日まで、福祉会館駐車場で『第40回　11月2日から4日まで、福祉会館駐車場で『第40回

― 第40回毛呂山菊花展覧会 ―― ヤングフェスティバル2011 ―

　11月6日、役場来客駐車場で『第21回ふれあい広

― 第21回ふれあい広場 ―
　11月6日、役場来客駐車場で『第21回ふれあい広

場』が開催されました。福祉関係団体による模擬店など

― 第17回名球会メモリアルカップ
　　　　　　 毛呂山少年野球大会 ―

11月3日、福祉会館駐車場で青少年相談員協議会主

催の『ヤングフェスティバル2011』が行われました。

のイベントＺｏｏｍＵｐ！秋

7 6広報もろやま  12月20日号広報もろやま  12月20日号



　11月12日、13日、総合公園において『第18回産業まつり』が開催されまし

た。会場では、町の特産品がたくさん出店され、多くの人が訪れました。また、今

年は東日本大震災被災地の支援として、商工会女性部などによる被災地の物産が販

売されたほか、福島県から大道芸人も参加し、まつりを盛り上げました。そして、

今年も友情都市である宮崎県木
きじょう

城町
ちょう

がPRのために訪れ、ブースを開設したほか、

舞台においては、木城町の神事「比
ひ

木
き

神
か ぐ ら

楽」を披
ひ ろ う

露しました。

のイベントＺｏｏｍＵｐ！秋

9 8広報もろやま  12月20日号広報もろやま  12月20日号

ま

日ごろの訓練の成果を披
ひろう

露！
― 西入間支部・消防署連合特別点検 ―

　11月6日、泉野小学校において『西入間支部・消防

署連合特別点検』が開催されました。当日は、毛呂山

町、鳩山町、越生町の各消防団と西入間広域消防組合の

人員、服装、規律の点検および機械器具の点検が行われ

ました。消防団の規律のとれた動作や機械器

具を素早く点検する動作などか

ら日ごろの訓練の成果をうか

がうことができました。

　また、当日は、西入間広

域消防組合管内の小学生を

対象にした防火ポスターの

表彰式も行われ、最優秀

賞に毛呂山小学校4年生の

諸
もろぬき

貫智
ともひろ

弘くんの作品が選ば

れました。

ままつりで被災地を応援！

　11月12日、13日、総合公園において『第18回産業まつり』が開催されまし　11月12日、13日、総合公園において『第18回産業まつり』が開催されまし

― 第18回産業まつり ―



しい調べで観客を魅了！美
　11月6日、福祉会館において『第38回毛呂山町音

楽祭』が開催されました。当日は、小・中学生やサー

クルなど14団体が出場し、日ごろの練習成果を披露

しました。会場内には、澄
す

んだ歌

声や吹奏楽の美しい調べが響きわ

たり、最後は出演者と観客が一体

となって合唱を行い、会場は大い

に盛り上がりました。

紅
　11月20日、『第12回鎌北湖紅葉

まつり』が開催されました。美しく色

づいた紅葉を背景にゆず娘がモデルと

なり、撮影会が行われました。当日

は、町内外から多くのカメラマンが詰

めかけ、熱心に写真撮影を行っていま

した。また、ゆず湯、からみもちの無

料サービスや農産物の加工品などの販

売も行われ、大勢の人たちが鎌北湖を

訪れました。

葉に色づいた鎌北湖を背景に写真撮影会

　11月6日、福祉会館において『第38回毛呂山町音　11月6日、福祉会館において『第38回毛呂山町音

― 第38回毛呂山町音楽祭 ―

― 第12回鎌北湖紅葉まつり ―

のイベントＺｏｏｍＵｐ！秋

9 8広報もろやま  12月20日号広報もろやま  12月20日号

ミュニティの推進に期待！ミュニティの推進に期待コ

　目白台自治会では、今年度宝くじ助成金による「平

成23年度一般コミュニティ助成事業助成金」を受け、

子ども神輿、宮太鼓などを購入しました。 目白台自治

会では、これらの子ども神輿などを地域の人たちが毎

年集う夏祭り事業などで活用することにより、明るい

地域コミュニティづくりをいっそう推進できると期待

を寄せています。

ミュニティの推進に期待ミュニティの推進に期待ココ
― 目白台地区で神

みこし

輿と太
たいこ

鼓を購入 ―



　11月23日、『第13回もろやまゆずの里ウォーク』が開催され、約2,500人が参

加しました。参加者は、黄色く色づいたゆずを眺
なが

めたり、紅葉の里山を各自のペース

で歩いていました。休憩所のゆずの里オートキャンプ場では、ゆず湯のサービスや地

元の事業者による出店が行われ、豚汁や焼きそばなどが販売されました。参加者は、

思い思いにお弁当を広げ、秋の一日を楽しんでいました。

玉毛丼で地産地消を！玉毛丼で地産地消を豚
　11月11日、「彩の国ふるさと学校給

食月間」にあわせ、町内の公立小中学校

で毛呂山町のご当地グルメ「豚玉毛丼」

が豚玉毛丼の具という形にアレンジさ

れ出されました。当日は、ご飯に具をか

け、皆おいしそうに食べていました。

ろ丸くんは今年も大人気！ろ丸くんは今年も大人気も
　11月26日、27日の2日間、羽生市の羽生

水郷公園において、『ゆるキャラサミットin羽

生』が開催されました。もろ丸くんも2日間参

加し、町のPRや他の自治体のゆるキャラと交

流をするなど大活躍でした。会場には、両日

で、約13万5千人が来場しました。

　11月26日、27日の2日間、羽生市の羽生　11月26日、27日の2日間、羽生市の羽生

― ゆるキャラサミットin羽
はにゅう

生 ―

― 学校給食に豚
ぶったまげどん

玉毛丼が登場 ―

のイベントＺｏｏｍＵｐ！秋

11 10広報もろやま  12月20日号広報もろやま  12月20日号

11月23日、『第13回もろやまゆずの里ウォーク』が開催され、約2,500人が参11月23日、『第13回もろやまゆずの里ウォーク』が開催され、約2,500人が参

― 第13回もろやまゆずの里ウォーク ―第13回もろやまゆずの里ウォーク 第13回もろやまゆずの里ウォーク 
金色に色づいたゆずの里山を歩く
― 第13回もろやまゆずの里ウォーク 第13回もろやまゆずの里ウォーク 
金色に色づいたゆずの里山を歩く金色に色づいたゆずの里山を歩く金色に色づいたゆずの里山を歩く黄



ンゴゲームに大盛り上がり！ビ
　11月27日、毛呂本郷のいちょう広場で『第４回

ゆずの里商店街秋まつり』が開催されました。会場

では、願
がんまとう

的当て大会のほか、フルートやアコーディ

オンの演奏などが行われ、多くの人で賑
にぎ

わいまし

た。そして恒例のビンゴゲームでは、当選者が出る

たびに会場から歓声が上がるなど、たいへんな盛り

上がりをみせました。

通安全対策の一層の推進を！交

　11月16日、交通安全母の会から井上町長に対

し、埼玉県知事からの交通安全対策に対するメッ

セージが伝達されました。このメッセージは、悲
ひ さ ん

惨

な交通事故を防止し、安全で安心して暮らせる社会

を築くため、交通事故のない「安心・安全　埼玉

県」を目指すべく発せられたものでした。この日

は、町に対して、交通安全母の会からも交通安全対

策の一層の推進を望む声がありました。

民皆さんのより一層の安心・安全をめざして！民皆さんのより一層の安心・安全をめざして住
　11月28日、西武通運株式会社と「災害時におけ

る緊急輸送物資等の運搬協力に関する協定」が締結

されました。この協定は、地震や風水害などの災害

が発生した時などに、災害応急対策の実施に必要な

資機材や住民生活の早期安定を図るための食料品な

どの緊急輸送に対し、西武通運株式会社が町に協力

することを取り決めた協定です。

　11月12日、『第18回産業まつり』の会場におい

て、友情都市盟約を結んでいる宮崎県木
きじょうちょう

城町と「災害

時相互応援に関する協定」が締結されました。この協

定は、いずれかの地域で災害が発生した場合におい

て、職員の派遣や資機材の提供、食料品・飲料水など

生活必需品の提供などを行うことを内容とした協定で

す。

― 災害時における防災に関する協定の締結 ―

― 交通安全母の会による
　 埼玉県知事のメッセージ伝達式 ― 　11月27日、毛呂本郷のいちょう広場で『第４回　11月27日、毛呂本郷のいちょう広場で『第４回

― 第4回ゆずの里商店街秋まつり ―

のイベントＺｏｏｍＵｐ！秋

11 10広報もろやま  12月20日号広報もろやま  12月20日号



13 12広報もろやま  12月20日号広報もろやま  12月20日号

光山小学校
　

光
山
小
学
校
で
は
、
学
校
教
育

目
標
で
あ
る
「
心
豊
か
な
子
・
す

す
ん
で
学
ぶ
子
・
た
く
ま
し
い
子
」

を
具
現
化
す
る
た
め
、
毎
日
の
授

業
・
学
校
行
事
の
な
か
で
様
ざ
ま

な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

は
そ
の
な
か
の
い
く
つ
か
の
取
組

を
紹
介
し
ま
す
。

　

５
年
生
で
は
、
総
合
的
な
学
習

の
時
間
を
つ
か
っ
て
「
共
に
生
き

る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
訪
問
学
習

を
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
５
年
生

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

こ
の
学
習
で
は
、
５
、
6
人
ご

と
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
相
談
し
て
、
次
の
５
か

所
を
訪
問
し
ま
し
た
。

○　

旭
台
保
育
園

○　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

○　

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

     　

 　
　
　
「
け
い
あ
い
川
角
」

○　

あ
い
あ
い
作
業
所

○　

な
か
よ
し
学
級

  

当
日
は
、
保
護
者
に
も
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

ま
と
ま
っ
て
学
習
活
動
を
し
ま
し

た
。

　

学
習
活
動
を
し
た
女
子
児
童
の

お
礼
状
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

  

～
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
方
々
へ
～

　

今
日
は
、
お
忙
し
い
中
、
い
っ

し
ょ
に
遊
ん
だ
り
し
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

  

私
は
、
今
日
初
め
て
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
行
き
ま
し
た
。

行
っ
て
み
て
、

　

「
楽
し
い
と
こ
ろ
だ
な
。」

と
思
い
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
が
、　

　

「
元
気
を
も
ら
う
よ
。」

と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
て
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。
折
り
紙
を
し
た
り
、

あ
や
と
り
を
し
て
遊
ん
で
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
日
は
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

     
五
年
生
女
子

　

11
月
下
旬
の
２
週
間
、
鉄
棒

の
「
逆
上
が
り
練
習
」
を
し
ま

し
た
。
運
動
委
員
会
の
児
童
が

１
、
２
年
生
の
児
童
に
逆
上
が
り

の
補
助
を
し
た
り
運
動
の
仕
方

を
教
え
た
り
す
る
活
動
で
す
。

　

低
学
年
の
児
童
は
校
舎
か
ら

鉄
棒
ま
で
走
っ
て
や
っ
て
き
ま

す
。
教
え
て
も
ら
っ
て
い
る
下

級
生
の
児
童
も
楽
し
そ
う
に
、

し
か
も
真
剣
に
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
活
動
を
と
お
し
て
、
上

級
生
に
は
責
任
感
を
、
下
級
生

に
は
教
わ
る
喜
び
を
体
験
さ
せ
、

一
人
で
も
多
く
の
児
童
が
逆
上

が
り
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
よ

う
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　

光
山
小
学
校
に
は
、
地
域
の

方
が
た
を
中
心
と
し
た
学
校
応

援
団
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
う
ち
「
本
の
読
み
聞
か

せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
で
は
、
毎

週
木
曜
日
２
学
年
ず
つ
10
分
間
、

大
人
の
声
で
本
を
読
ん
で
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ

ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
の
人
が
入
ら
な

い
ク
ラ
ス
は
、
読
書
の
時
間
と

し
て
自
分
で
選
ん
だ
本
や
教
室

に
常
設
の
本
を
読
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
毛
呂
山
菊
花
会
の

ご
指
導
の
も
と
で
の
菊
花
づ
く

り
、
詩
・
古
典
作
品
の
暗
唱
を

ク
ラ
ス
学
年
で
発
表
す
る
「
あ

い
う
え
お
朝
会
」、
地
域
の
人
に

昔
の
遊
び
や
道
具
の
作
り
方
を

教
え
て
い
た
だ
く
「
名
人
に
学

ぼ
う
」、
子
ど
も
を
守
る
家
の
皆

さ
ん
と
の
交
流
会
な
ど
、
様
ざ

ま
な
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
教
育
活
動
を
推

進
し
て
い
ま
す
。

あいあい作業所での学習活動

「ひまわりの学校」光山小
　　学校教育目標 ・心豊かな子

・すすんで学ぶ子
・たくましい子

総
合
的
な
学
習
の
時
間

　
「
ほ
う
た
ん
」
の
取
組

鉄
棒
週
間
の
取
組

学
校
応
援
団

「
読
み
聞
か
せ
」
の
取
組

１、２年生に鉄棒を教える運動委員会の児童

学校応援団による「読み聞かせ」



　高校生がお贈りする、笑いあり!　涙あり･･･のＳＦス
トーリー
日　時　1月29日（日）
　　　　午後１時30分開場
　　　　午後2時開演（午後3時終演予定）
出　演　東京農業大学第三高等学校演劇部
場　所　図書館2階視聴覚室
対　象　町内在住・在勤者（小学校高学年以上）
定　員　先着70人
内　容　高校生による完全オリジナル演劇作品。
　　　　若さほとばしる演劇を上演します。
申込み　1月5日（木）午前9時30分から受付（電話可）

１月１日（祝）～4日（水）、
10日（火）、16日（月）、23日（月）、
30日（月）、31日（火）

『あまからカルテット』
　柚

ゆ ず き

木麻
あ さ こ

子／著　文藝春秋／出版

子・薫子・由香子・満里子は全くタイプが違
えども中学時代からずっと仲の良い親友4人組。月
に1度は集まり、話に華を咲か
せている。ある日、しばらく恋
の話がなかった咲子がひとめぼ
れをしたと言い出して･･･!?　彼
女たちの日常に起こる、小さい
けれど風味豊かな事件たち。女
の友情パワーで解決します!」

「咲

期　日　火曜コース／1月24日（火）～3月6日（火）
　　　　木曜コース／1月26日（木）～3月8日（木）
　　　　※各コースともに7回
時　間　午前10時15分～11時30分
内　容　体操・工作・ひなまつりおたのしみ会ほか
対　象　3、4歳児前後（平成19年4月2日～平成21年4月
　　　　１日生まれ）の幼児とその母親
　　　　※対象外の人はご相談ください。
定　員　先着15組（なるべく全日程参加できる人）
　　　　※参加者が少ない場合、どちらかのコースに変更
　　　　または中止の場合があります。
申込み　１月6日（金）午前9時から受付（電話可）
　　　　※申込みは１人１組とさせていただきます。

日　時　1月11日（水）、18日（水）
　　　　午前10時30分～11時30分
対　象　2歳前後の幼児とその保護者
内　容　体操・工作など（申込み不要）
持ち物　親子とも上履き

日　時　1月14日（土）  午前9時30分～
内　容　韓国のおやき「ホットク」作り　
対　象　幼児、小学生とそのお父さん
　　　　（家族で参加も大歓迎）
費　用　１人150円
　　　　※お釣りのないようにご協力をお願いします。
持ち物　キッチンボール、飲み物、ふたつき入れ物、お手拭き
申込み　1月12日（木）までに費用を添えて児童館で随時受付
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日時　1月28日（土） 
　　　午後2時～2時30分
内容　おはなし、絵本の
　読み聞かせ、紙芝居な
　ど
対象　1歳児から小学生
　まで。小さなお子さん
　は、保護者同伴でご参
　加ください。

℡(295)4111

ぼくらのキャンパス
355　光山小学校

■おはなし会■子ども映画会

図書館へ行こう

貸出点数（貸出期限）
　図書・雑誌・紙芝居など／1人10点まで（3週間）
　ビデオ・ＣＤ・ＤＶＤ・カセット／１人5点まで（2週間）

児童館へ行こう

1月の休館日

1月の休館日

℡(295)1015

日時　1月14日（土）
　　　午後2時～3時40分
定員　先着50人
内容  「がんばれベアーズ」
　　個性派揃

ぞろ

いの落ちこ
　ぼれ少年野球チーム
　”ベアーズ”の再生と活
　躍を描いたスポーツ・
　コメディ映画です。

毎週日・月曜日および
1月１日（祝）～4日（水）

■「幼児クラブ」に参加しませんか？

■本の紹介

1年　田口　春奈さん

3年　室田　命
み こ と

誼さん

5年　川
かわしも

下　貴
き づ き

槻くん

「秘密の通路
　ポイントゲーム」

「ぺんぎんのつなわたり」

「天使がいっぱいの
　　　　  毛呂山町」

■高校生による演劇公演『kodou』

■遊びにおいでよ！   ぴょんぴょん広場

■「父親クラブ」～パパと簡単クッキング～



やくばの仕事をご紹介します④
　

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
町
民
の
健
康
増

進
と
疾し

っ
ぺ
い病

予
防
を
図
る
た
め
、
様
ざ
ま
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

主
な
事
業
と
し
て
、
①
子
ど
も
の
健す

こ

や

か
な
成
長
の
た
め
の
母
子
保
健
や
予
防
接

種
事
業
。
②
心
の
健
康
を
図
る
た
め
の
精

神
保
健
事

業
。
③
生

活
習
慣
病

の
予
防
や

各
種
が
ん

検
診
を
通
じ
た
健
康
増
進
事
業
な
ど
を
中

心
に
事
業
展
開
を
行
っ
て
い
ま
す
。

予
防
係　

予
防
接
種
に
関
す
る
こ
と
。
感

　

染
症
予
防
に
関
す
る
こ
と
。
救
急
医
療

　

に
関
す
る
こ
と
。
献
血
事
業
に
関
す
る

　

こ
と
な
ど
。

健
康
係　

母
子
保
健
に
関
す
る
こ
と
。
特

　

定
健
康
診
査
お
よ
び
が
ん
検
診
に
関
す

　

る
こ
と
。
保
健
指
導
、
栄
養
指
導
に
関

　

す
る
こ
と
。
健
康
教
育
、
健
康
相
談
に

　

関
す
る
こ
と
な
ど
。

　

福
祉
会
館
で
は
、
会
議
室
や
ホ
ー
ル
な

ど
の
施
設
の
使
用
に
関
す
る
こ
と
、
自
主

公
演
に
関
す
る
こ
と
、
施
設
な
ど
の
維
持

管
理
に
関
す
る
事
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

福
祉
会
館
は
、
昭
和
54
年
８
月
に
、
町

民
の
福
祉
の
増
進
と
文
化
の
向
上
を
図
る

こ
と
を
目

的
に
建
設

し
た
文
化

施
設
で
、

今
年
７
月

に
は
延
べ

保
健
セ
ン
タ
ー  

市
川 

一
正　

所
長

福
祉
会
館
鎌
北　

 

隆　

館
長

利
用
者
が
２
０
０
万
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
現
在
、
皆
さ
ん
に

親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
な
「
愛
称
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
さ
ら
に

多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
な
事
業
と
、

利
用
者
が
利
用

し
や
す
い
環
境

と
、
安
心
・
安

全
な
施
設
運
営

を
モ
ッ
ト
ー
に

懇
切
丁
寧
な
窓

口
対
応
に
努
め

て
い
き
ま
す
。

　

滝
ノ
入
住
吉
神
社
に
珍
し
い
高こ

う
さ
つ札

が
あ

り
ま
す
。
風
化
が
進
み
、
肉
眼
で
は
文
字

を
読
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
墨す

み
が書

き

さ
れ
た
文
字
の
跡
は
木
質
が
盛
り
上
が

り
、
拓
本
を
採と

る
と
、
は
っ
き
り
と
文
字

が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
神
社
に
出
さ
れ
た
通
達
に
は
紙

面
で
は
な
く
高
札
に
よ
っ
て
伝
え
ら
れ
た

も
の
も
あ
り
、
明
治
時
代
の
法
令
の
伝
達

の
様
子
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
四
十
一
年
（
１
９
０
８
）
七
月
に

定
め
ら
れ
た
内
務
省
令
の
第
十
二
号
に

は
、
神
社
の
財
産
登
録
や
管
理
、
会
計
に

関
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

神
社
が
所
有
し
て
い
る
財
産
の
登
録
台
帳

を
整
備
す
る
こ
と
、
不
動
産
登
録
の
申
請

に
つ
い
て
、
財
産
の
増
減
、
宝ほ

う
も
つ物

・
貴
重

品
の
管
理
方
法
や
会
計
処
理
の
方
法
ま
で

細
目
に
わ
た
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
か
で
も
不
動
産
や
宝
物
の
購
入
、
寄

附
を
受
け
る
場
合
や
宝
物
、
貴
重
品
を
神

社
外
に
持
ち
出
す
場
合
は
、
地
方
長
官
で

あ
る
県
知
事
な
ど
の
許
可
が
必
要
で
あ
る

と
さ
れ
て
お
り
、
地
方
団
体
が
神
社
の
祭

事
や
財
産
管
理
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い

た
当
時
の
世
相
を
よ
く
表
し
て
い
ま
す
。

　

省
令
中
、
附
則
第
二
項
に
は
、
会
計
規

則
に
つ
い
て
は
地
方
長
官
が
指
定
し
た
神

社
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
と
さ
れ
て
お

り
、
こ
の
高
札
は
、
山
根
村
の
村
社
で
あ

る
住
吉
神
社
が
明
治
四
十
四
年
五
月
に
内

務
省
令
の
適
用
を
受
け
た
こ
と
を
示
す
歴

史
資
料
で
す
。

　

こ
の
高
札
は
住
吉
神
社
の
財
産
登
録
、

管
理
な
ど
の
申
請
に
基
づ
き
発
せ
ら
れ
た

も
の
で
、
当

時
の
神
社
の

財
産
管
理
に

関
す
る
手
続

き
の
一
端
を

知
る
資
料
と

し
て
貴
重
な

も
の
と
い
え

ま
す
。

滝ノ入住吉神社の高
こうさつ

札

文化財シリーズ220

実際の高札の拓本

地
発
第
三
二
七
七
号

　

入
間
郡
山
根
村
大
字
瀧
野
入

　
　
　
　
　

村
社　

住
吉
神
社

　
　

明
治
四
十
一
年
七
月
内
務
省
令

　
　

第
十
二
号
附
則
第
二
項

　
　

ニ
依
リ
本
令
第
三
章
会
計

　
　

ニ
関
ス
ル
規
定
適
用
ノ
件
ヲ

　
　

指
定
ス

　

明
治
四
十
四
年
五
月
十
七
日
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施　設　名 電話番号
12 月 1 月

26 日月 27 日火 28 日水 29 日木 30 日金 31 日土 1 日日 2 日月 3 日火 4 日水 5 日木

役 場 ｔ (295)2112 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○

児 童 館 ｔ (295)4111 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

福 祉 会 館 ｔ (295)3111 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

山 根 荘 ｔ (294)5545 ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

保 健 セ ン タ ー ｔ (294)5511 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○

総 合 公 園 ｔ (294)7101 ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

中 央 公 民 館 ｔ (294)1250 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

東 公 民 館 ｔ (295)2277 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ○ ○

図 書 館 ｔ (295)1015 ○ ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ○

歴 史 民 俗 資 料 館 ｔ (295)8282 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○

教 育 セ ン タ ー ｔ (295)0622 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○

デイサービスセンター ｔ (276)7977 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○

公 共 下 水 道 組 合 ｔ (294)9333 ○ ○ ○ ● ● ● ● ● ● ○ ○

◆年末年始の業務内容一覧表◆ ※●印は休業日

※休業中のお問い合わせや戸籍などの届け出は、役場ｔ (295)2112 で受け付けています。

年
末
年
始
の
ご
み･

資
源
の

　
　
　
　
　

収
集･

搬
入
受
付

　

年
末
年
始
の
高
倉
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
と
川
角
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
の
業
務
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
収
集

　

12
月
29
日
木
、
30
日
金
は
、
ご

み
の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

休
業
日　

12
月
31
日
土
～
１
月
３

日
火

◆
お
願
い

　

施
設
へ
の
ご
み
の
搬
入
車
両
が

増
え
ま
す
と
、
施
設
内
が
混
雑
し
、

ご
み
・
資
源
集
積
所
の
収
集
時
間

に
遅
れ
を
引
き
起
こ
し
た
り
、
施

設
周
辺
の
交
通
混
雑
や
地
域
の
環

境
悪
化
に
つ
な
が
っ
た
り
し
ま

す
。
粗
大
ご
み
以
外
は
そ
れ
ぞ
れ

の
収
集
日
に
、
地
域
の
集
積
所
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
計
画
的
な
ご

み
出
し
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

な
お
、
ご
み
の
搬
入
受
付
に
つ

い
て
は
、
収
集
車
両
を
優
先
し
ま

す
。

年
末
の
受
付
日
時

　

12
月
29
日
木
、
30
日
金
午
前
８

時
30
分
～
11
時
45
分
、
午
後
１
時

～
４
時
30
分

年
始
の
受
付
開
始
日
時

　

１
月
４
日
水
午
前
８
時
30
分
か

ら問　

高
倉
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

公 共 施 設
年末年始の業務案内

　

（
鶴
ヶ
島
市
高
倉
５
９
３―

４
）

　

ｔ
２
７
１―

１
５
０
０
、
川
角

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
ｔ
２
９
４

　

―

４
１
１
５

坂
戸
地
区
衛
生
組
合
の

　
　
　

年
末
年
始
の
業
務

　

坂
戸
地
区
衛
生
組
合
で
は
、
年

末
年
始
の
受
入
業
務
を
、
次
の
と

お
り
行
い
ま
す
。

年
末
の
業
務
最
終
日
時

　

12
月
29
日
木
午
前
８
時
45
分
～

午
後
０
時
15
分
、
午
後
０
時
45
分

～
４
時
40
分

年
始
の
業
務
開
始
日
時

　

１
月
４
日
水
午
前
８
時
45
分
か

ら問　

坂
戸
地
区
衛
生
組
合
（
坂
戸

　

市
上
吉
田
６
５
１―

１
）
ｔ
２

　

８
３―

３
５
６
１

広
域
静
苑
組
合
越
生
斎
場
の

　
　
　
　
　

年
末
年
始
の
業
務

　

広
域
静
苑
組
合
越
生
斎
場
で

は
、
年
末
年
始
の
受
入
業
務
を
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

休
業
日　

１
月
１
日
祝
～
１
月
３

　

日
火
、
１
月
8
日
日

火
葬
の
予
約
受
付　

年
中
無
休
で
、

　

電
話
で
受
付
を
行
い
ま
す
（
受

　

付
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午

　

後
５
時
）
。

問　

広
域
静
苑
組
合
越
生
斎
場

　

（
越
生
町
鹿
下
３
３
８―

６
）

　

ｔ
２
９
２―

５
９
５
５

15 広報もろやま  12月20日号



　

■中央公民館 ｔ (294)1250

■東公民館 ｔ (295)2277

■歴史民俗資料館 ｔ (295)8282

 ｆ (295)8297

■総合公園体育館 ｔ (294)7179

■福祉会館(社会福祉協議会) ｔ (295)3111

 ｆ (295)7258

■保健センター ｔ (294)5511

休日納税窓口　1月29日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

場・問　役場税務課納税係

　　　　ｔ内線１９３・１９４

毎月末の日曜日は
納税・納入窓口を開設しています

日･････日　時　　場･････場　所
定･････定　員　　対･････対象者
料･････料金・費用
申･････申込み　　問･････問合せ先
ｔ･････電話番号　ｆ･･･ファクス番号
ｅ･････電子メールアドレス
ｈ･････ホームページアドレス

公共施設電話案内

毛呂山町役場
　ｔ（２９５）２１１２
　ｆ（２９５）０７７１

休日納入窓口　1月29日（日）

　　　　　　　午前９時～午後３時

内容　保険料の納入、口座振替の申込み（通

帳と銀行届出印が必要）、納入相談

場・問　役場高齢者支援課保険料係

　　　　ｔ内線１５８・１５９

税金

・後期高齢者医療保険料
 介護保険料

電子申請用ＱＲコード

―

２
３
２
４
ま
た
は
役
場
企
画

財
政
課
企
画
係
ｔ
内
線
３
２
３

〜
ご
存
知
で
す
か
？

　
　
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
〜

　

20
歳
以
上
の
人
は
、
学
生
で

あ
っ
て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
、

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
納
付
が

猶ゆ

う

よ予
さ
れ
る
「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は

４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り

ま
す
が
、
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
、
４
月
ご
ろ
に
日
本

年
金
機
構
か
ら
再
申
請
の
用
紙
が

送
ら
れ
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
の
う
え
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

申
請
を
行
わ
ず
、
保
険
料
を
未
納

　　

２
月
１
日
現
在
で
、
平
成
24
年

「
経
済
セ
ン
サ
ス―

活
動
調
査
」

を
実
施
し
ま
す
。
調
査
は
、
全
国

す
べ
て
の
民
営
の
事
業
所
お
よ
び

企
業
が
対
象
で
す
。

調
査
方
法　

１
月
か
ら
、
調
査
員

が
お
伺

う
か
が

い
し
て
直
接
調
査
票
を

配
布
・
回
収
す
る
方
法
を
基
本

と
し
、
支
社
な
ど
を
有
す
る
企

業
な
ど
に
つ
い
て
は
、
国
、
都

道
府
県
か
ら
民
間
事
業
者
を
通

じ
て
郵
送
に
よ
り
調
査
票
を
配

布
・
回
収
す
る
方
法
で
行
い
ま

す
。

調
査
対
象　

商
店
や
工
場
、
営
業

所
、
事
務
所
、
学
校
、
旅
館
、

学
習
塾
、
病
院
、
寺
院
な
ど
、

す
べ
て
の
事
業
所
（
農
林
漁
業

に
属
す
る
個
人
経
営
の
事
業

所
、
家
事
サ
ー
ビ
ス
業
お
よ
び

外
国
公
務
に
属
す
る
事
業
所
を

除
く
）

調
査
内
容　

経
営
組
織
、
事
業
所

の
開
設
時
期
、
従
業
者
数
、
事

業
所
の
主
な
事
業
の
内
容
、
売

上
お
よ
び
費
用
の
金
額
、
事
業

別
売
上
金
額
な
ど
に
つ
い
て
調

査
し
ま
す
。

※
統
計
調
査
の
結
果
は
国
や
都
道

府
県
、
市
区
町
村
な
ど
が
こ
れ
か

ら
の
行
政
を
考
え
る
重
要
な
基
礎

資
料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
調

査
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
し
ま

す
。

問　

埼
玉
県
総
務
部
統
計
課
商
工

　

統
計
担
当
ｔ
０
４
８―

８
３
０

の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
障
害
年

金
な
ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の　

平
成
23

　

年
度
の
学
生
証
（
コ
ピ
ー
可
）、

　

年
金
手
帳
、
印
鑑

※
前
年
に
所
得
が
あ
る
人
は
源
泉

徴
収
票
や
確
定
申
告
書
の
写
し
な

ど問　

役
場
住
民
課
国
保
年
金
係
ｔ

　

内
線
１
２
７
・
１
２
８

　

「
平
成
23
年
度
越
生
、
毛
呂
山

班
児
童
生
徒
美
術
展
」
お
よ
び
「
越

生
、
毛
呂
山
班
特
別
支
援
学
級
児

童
生
徒
合
同
作
品
展
」
を
開
催
し

ま
す
。

日　

１
月
14
日
土
、
15
日
日
午
前  

知
ら

お

せ

学
生
の
み
な
さ
ん
へ

平
成
24
年
「
経
済
セ
ン
サ
ス―

活

動
調
査
」
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

美
術
展
お
よ
び
作
品
展

開
催
の
お
知
ら
せ

毛呂山町役場

インフォメーションインフォメーション
information
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９
時
～
午
後
４
時

場　

中
央
公
民
館

問　

川
角
中
学
校
ｔ
２
９
４―

０

　

１
４
２
、
越
生
小
学
校
ｔ
２
９

　

２―
２
０
７
１

　　

消
防
団
で
は
、
地
域
に
根
ざ
し

た
消
防
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、

住
民
参
加
型
の
出
初
式
を
次
の
と

お
り
実
施
し
ま
す
。
小
さ
な
お
子

さ
ん
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
も
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
ご
家
族
揃そ

ろ

っ
て
ご

来
場
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
当
日
は
消
防
団
員
を
招

集
す
る
た
め
、
サ
イ
レ
ン
を
午
前

７
時
に
吹す
い

鳴め
い

し
ま
す
の
で
、
火
災

と
お
間
違
え
に
な
ら
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

㊐　

１
月
８
日
日
午
前
９
時
～
11

時
場　

毛
呂
山
総
合
公
園
入
口
広
場

イ
ベ
ン
ト
内
容　

消
防
車
搭
乗
体

　

験
、
起
震
車
体
験
、
煙
体
験
、

模
擬
店
（
豚
汁
、
甘
酒
の
無
料

配
布
）
な
ど

※
駐
車
場
は
、
毛
呂
山
総
合
公
園

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
雨
天
の
場
合
は
、
総
合
公
園
体

育
館
（
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
）
に
お
い

て
、
式
典
お
よ
び
模
擬
店
の
み
実

施
し
ま
す
。

で
は
、
埼
玉
県
内
在
住
の
交
通
遺

児
等
を
対
象
に
、
援
護
金
を
給
付

し
て
い
ま
す
。

※
「
交
通
遺
児
等
」
と
は
、
18
歳

以
下
の
子
ど
も
（
乳
幼
児
か
児
童
・

学
生
に
限
る
）
で
、
保
護
者
（
一

方
ま
た
は
双
方
）
が
、
交
通
事
故

（
陸
海
空
全
て
）
に
よ
り
死
亡
ま

た
は
重
い
障
害
を
負
っ
た
人
を
い

い
ま
す
。

給
付
額　

子
ど
も
１
人
に
つ
き
年

額
10
万
円

給
付
時
期　

平
成
24
年
４
月
下
旬

に
給
付
（
給
付
日
は
未
定
）

申
請
書
類　

役
場
生
活
環
境
課
、

学
校
な
ど
で
配
布
し
ま
す
。

提
出
期
限
お
よ
び
提
出
先　

１
月

　

31
日
火
ま
で
に
み
ず
ほ
信
託
銀

行
浦
和
支
店
（
〒
３
３
０―

０
０
６
３
さ
い
た
ま
市
浦
和
区

高
砂
２―

６―

18
）
に
郵
送
ま

た
は
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問　

埼
玉
県
県
民
生
活
部
防
犯
・

　

交
通
安
全
課
ｔ
０
４
８―

８
３

　

０―

２
９
５
８

問　

西
入
間
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
総
務
課
警
防
担
当
ｔ
２
９

　

５―

０
１
５
４

　

平
成
24
年
４
月
に
町
内
公
立
小

・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
お
子
さ

ん
の
保
護
者
を
対
象
に
、
入
学
説

明
会
を
行
い
ま
す
。

場　

各
通
学
区
の
小
・
中
学
校

※
対
象
者
に
は
１
月
中
に
通
知
し

ま
す
。　

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学

務
係
ｔ
内
線
５
３
１

　   

埼
玉
県
交
通
安
全
対
策
協
議
会

学校名 入学説明会日時 受付時間
毛呂山小学校 2 月 10 日金 13:55 13:30 ～ 13:50

川 角 小 学 校 2 月　7 日火 14:00 13:45 ～ 14:00

光 山 小 学 校 2 月 14 日火 13:20 13:00 ～ 13:15

泉 野 小 学 校 2 月　7 日火 13:40 13:20 ～ 13:40

毛呂山中学校 2 月　9 日木 14:30 14:10 ～ 14:30

川 角 中 学 校 2 月 10 日金 14:30 14:10 ～ 14:30

◆小・中学校入学説明会日程表◆

交通遺児
等の人数

同居世帯の
総所得額

１人 274 万円以下

２人 312 万円以下

３人 350 万円以下

４人 388 万円以下

５人以上 426 万円以下

支給対象になる
同居世帯の総所得額

　

現
在
、
町
で
策
定
中
の
「
高
齢

者
総
合
計
画
」
に
つ
い
て
計
画
案

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
皆
さ

ん
か
ら
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

１
月
５
日
木
～
２
月
３
日
金

計
画
案
の
公
表
場
所　

高
齢
者
支

　

援
課
お
よ
び
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
（
ｈh

ttp
:/

/
w

w
w

.to
w

n
.

　

m
o
ro

ya
m

a
.s

a
ita

m
a
.jp

）

意
見
の
提
出
先　

高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
福
祉
係

意
見
の
提
出
方
法　

郵
送
、
持
参
、

フ
ァ
ク
ス
お
よ
び
電
子
メ
ー
ル

問　

役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者

福
祉
係
ｔ
内
線
１
１
８
、
ｆ
２

　

７
６―

１
０
１
３

～
み
ん
な
の
あ
っ
た
か
ひ
と
工
夫

　

ひ
か
え
め
暖
房　

エ
コ
ラ
イ
フ
～

　

暖
房
な
ど
に
よ
り
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
が
増
え
る
冬
、
県
で
は
今

年
も
温
暖
化
対
策
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
は
一
人
ひ
と

り
が
主
役
で
す
。
身
の
回
り
の
で

き
る
こ
と
か
ら
、
冬
の
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

問　

埼
玉
県
温
暖
化
対
策
課
ｔ
０

　

４
８―

８
３
０―

３
０
３
８

平
成　

年
消
防
団
出で
ぞ
め初

式

24

町
立
小
・
中
学
校
の
入
学

説
明
会
を
行
い
ま
す

交
通
遺
児
等
援
護
金
に
つ

い
て

「
高
齢
者
総
合
計
画
」
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す

冬
の
エ
コ
ラ
イ
フ

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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〜
高
齢
期
こ
そ

　
　
　
　
　

運
動
が
大
切
で
す
〜

　

年
齢
と
と
も
に
身
体
の
機
能
は

衰
お
と
ろ

え
ま
す
。
機
能
低
下
を
予
防
す

る
に
は
毎
日
の
運
動
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
こ
の
教
室
に

参
加
し
て
、
専
門
の
指
導
員
に
よ

る
運
動
方
法
を
身
に
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

対　

65
歳
以
上
で
医
師
よ
り
運
動

制
限
の
指
示
の
な
い
人

内
容　

専
門
の
指
導
員
に
よ
る
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
ス
ト
レ
ッ

チ
や
有
酸
素
運
動
、
バ
ラ
ン
ス

訓
練
な
ど
の
軽
体
操
）

日
に
ち　

１
月
16
日
月
、
19
日
木
、

23
日
月
、
26
日
木
、
30
日
月
、

　

２
月
２
日
木
、
６
日
月
、
９
日

木
、
13
日
月
、
16
日
木
、
20
日
月
、

３
月
１
日
木
、
５
日
月
、
８
日

木
、
12
日
月
、
15
日
木〔
全
16
回
〕

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30

分
定　

先
着
30
人

場　

東
公
民
館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ

ろ
申
・
問　

１
月
４
日
水
か
ら
役
場

　

高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
係

　

ｔ
内
線
１
１
８
・
１
５
６
・
１
５

　

７
で
受
付

　
〜
親
心
の
幸
福
論
〜

　

長
年
、
親
と
教
育
者
と
の
関
係

を
重
視
し
、
子
ど
も
た
ち
に
安
心

感
を
与
え
る
、
優
し
く
、
忍
耐
力

の
あ
る
『
親
心
』
の
大
切
さ
を
訴

え
て
き
た
松
居
さ
ん
。
「
子
育
て

に
正
解
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
述
べ

る
お
話
は
、
斬ざ

ん
し
ん新

で
ユ
ー
モ
ア
に

あ
ふ
れ
、
心
が
軽
く
な
り
ま
す
。

あ
っ
と
い
う
間
に
心
の
奥
底
か
ら

勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
の
ひ
と
と
き
、

大
人
も
子
ど
も
も
必

ひ
っ
ち
ょ
う

聴
で
す
。
ぜ

ひ
、
ご
家
族
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日　

１
月
21
日
土
午
後
１
時
30
分

　

か
ら
（
午
後
1
時
開
場
）

場　

福
祉
会
館
ホ
ー
ル

料　

無
料

講
師　

松
居　

和か
ず

さ
ん
（
元
県
教

育
委
員
会
委
員
長
、
現
県
児
童

福
祉
審
議
会
委
員
）

※
講
演
を
聴
く
間
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
（
無
料
・

申
込
必
要
）
。

主
催　

子
育
て
講
演
会
実
行
委
員

　

会
申
・
問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
ｔ
内
線
５
２
０
・
５
２
１

　

最
近
の
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ

た
毛
呂
山
町
の
歴
史
を
昨
年
10
月

に
刊
行
さ
れ
た
『
新
毛
呂
山
町
史
』

か
ら
解
き
明
か
し
ま
す
。

第
６
回　

「
毛
呂
山
町
の
文
化
史

～
漢
詩
・
和
歌
・
俳
諧
・
書
画

な
ど
～
」

日　

１
月
22
日
日
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分

場　

歴
史
民
俗
資
料
館　

講
師　

内
野
勝ま

さ

裕ひ
ろ

さ
ん
（
元
町
史

編
さ
ん
専
門
調
査
員
、
町
文
化

財
保
護
審
議
委
員
長
）

定　

先
着
50
人

※
『
新
毛
呂
山
町
史
』
を
お
持
ち

の
人
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

共
催　

毛
呂
山
郷
土
史
研
究
会
、

町
史
研
究
会

申
・
問　

１
月
21
日
土
ま
で
に
歴

史
民
俗
資
料
館
ｔ
２
９
５―

８

　

２
８
２
へ
申
込
み

　

相
談
員
の
お
兄
さ
ん
お
姉
さ
ん

と
好
き
な
料
理
を
作
ろ
う
!　

料

理
を
食
べ
て
、
外
で
遊
ん
で
、
冬

の
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
そ
う
!　

日　

１
月
15
日
日
午
前
９
時
30
分

　

～
午
後
４
時

場　

中
央
公
民
館
調
理
室

内
容　

好
き
な
料
理
を
作
ろ
う
、

屋
外
で
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

対　

町
内
の
小
学
生

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
上
履
き

※
申
込
み
不
要
。
直
接
会
場
へ
。

主
催　

青
少
年
相
談
員
協
議
会

問　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
学

習
支
援
係
ｔ
内
線
５
２
１

　

「
も
ろ
や
ま
子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
パ
パ
有
志
」
で
は
、
日
ご
ろ

な
か
な
か
子
ど
も
と
遊
ぶ
時
間
が

取
れ
な
い
、
父
親
同
士
知
り
合
う

機
会
が
な
い
と
い
う
お
父
さ
ん
の

地
域
交
流
の
き
っ
か
け
作
り
と
し

て
ヤ
キ
イ
モ
タ
イ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。
ま
た
、
お
父
さ

ん
と
一
緒
の
場
合
、
お
母
さ
ん
の

参
加
も
可
能
で
す
。
お
い
し
い
ヤ

キ
イ
モ
と
楽
し
い
時
間
を
満
喫
し

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日　

１
月
28
日
土
午
前
10
時
～
正

午
ご
ろ

場　

歴
史
民
俗
資
料
館
前
庭

定　

先
着
15
組

対　

町
内
在
住
の
就
学
前
の
お
子

さ
ん
が
い
る
親
子

料　

３
歳
以
上
１
人
１
０
０
円

健
康
づ
く
り
教
室

参
加

ご

を

『
解
読　

毛
呂
山
の
歴
史
』

参
加
者
募
集

子
育
て
講
演
会

『
な
ぜ
わ
た
し
た
ち
は
０
歳

児
を
授
か
る
の
か
』

『
お
と
う
さ
ん
の
ヤ
キ
イ
モ

タ
イ
ム
』
参
加
者
募
集

青
少
年
相
談
員
に
よ
る

『
冬
の
遊
び
会
』

インフォメーション
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持
ち
物　

お
子
さ
ん
の
飲
み
物
、

汚
れ
て
も
い
い
服
装
、
軍
手

申
・
問　

１
月
４
日
水
～
14
日
土

ま
で
に
社
会
福
祉
協
議
会
ｔ
２

　

９
５―
３
１
１
１
で
受
付
（
定

員
に
な
り
次
第
締
切
）

㊐　

２
月
11
日
祝
中
学
生
以
下
男

女
の
部
。
２
月
12
日
日
一
般
男

女
の
部
。シ
ニ
ア
男
女
の
部
（
男

女
と
も
50
歳
以
上
）
。
両
日
と

も
に
午
前
８
時
30
分
開
場
、
９

時
開
始

場　

総
合
公
園
体
育
館
（
大
谷
木

４
４
３
）

種
目　

男
女
各
シ
ン
グ
ル
ス

※
予
選
リ
ー
グ
を
行
う
。

参
加
資
格　

審
判
が
出
来
る
こ
と

ル
ー
ル　

現
行
の
日
本
卓
球
ル
ー

ル
お
よ
び
細
則
に
よ
る
（
試
合

／
11
本
・
５
ゲ
ー
ム
マ
ッ
チ
、

使
用
球
／
白
球
40
ミ
リ
メ
ー
ト

ル
）

申　

申
込
み
用
紙
に
種
目
、
名
前

（
フ
ル
ネ
ー
ム
）、　

連
絡
先
の

電
話
番
号
を
記
入
（
所
属
チ
ー

ム
が
あ
れ
ば
、
チ
ー
ム
名
を
明

記
）
し
、
封
筒
に
「
卓
球
試

合
申
込
み
」
と
表
記
の
う
え
、

〒
３
５
０―

０
４
５
２
毛
呂
山

町
大
谷
木
４
４
３
毛
呂
山
町
体

育
協
会
事
務
局
ま
で
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
用
紙
が
な
い
場
合
は
、

右
記
を
記
入
し
た
用
紙
で
受
付
可

能
（
た
だ
し
、
同
一
種
目
で
２
人

以
上
申
し
込
む
場
合
は
、
ラ
ン
ク

順
に
記
入
の
こ
と
）
。

申
込
締
切　

１
月
20
日
金
必
着

参
加
費　

一
人
７
０
０
円
。
次

の
口
座
へ
振
り
込
ん
で
く
だ
さ

い
。

　

振
込
先
／
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
口

座
番
号
／
０
０
１
０
０―

９―
５
４
７
３
４
１
、口
座
名
称（
漢

字
）
／
毛
呂
山
町
卓
球
連
盟

口
座
名
称
（
カ
ナ
）
／
モ
ロ
ヤ

マ
マ
チ
タ
ッ
キ
ュ
ウ
レ
ン
メ
イ

　

【
他
行
か
ら
振
り
込
む
場
合
】

店
番
／
０
１
９
、
預
金
種
目
／

当
座
、
口
座
番
号
／
０
５
４
７

　

３
４
１

※
振
込
み
用
紙
に
は
振
込
み
者
と

チ
ー
ム
名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
試
合
申
込
み
用
紙
の
郵
送

を
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

①
ゼ
ッ
ケ
ン
を
着
用
し

　

て
く
だ
さ
い
。
②
棄
権
者
の
参

　

加
費
は
返
還
し
ま
せ
ん
。
③
昼

　

食
は
各
自
用
意
し
て
く
だ
さ
い

　

（
周
辺
に
食
堂
が
あ
り
ま
せ
ん
）
。

　

④
中
学
生
以
下
の
部
で
出
場
し

た
人
は
、
一
般
の
部
に
も
参
加

で
き
ま
す
（
中
学
生
以
下
は
２

種
目
出
場
可
能
。
そ
の
場
合
、

参
加
費
は
２
種
目
分
必
要
に
な

り
ま
す
）
。

問　

毛
呂
山
町
体
育
協
会
ｔ
２
９

　

４―

７
１
０
１

　

埼
玉
県
内
市
町
村
職
員
の
魅
力

を
Ｐ
Ｒ
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
ま
す
。
公
務
員
を
目
指
し
て
い

る
人
、
市
町
村
職
員
に
関
心
の
あ

る
人
な
ど
多
く
の
人
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

㊐　

２
月
６
日
月
午
後
１
時
～
３

時
40
分
（
午
後
０
時
30
分
開
場
）

場　

埼
玉
会
館
大
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ

浦
和
駅
下
車
徒
歩
７
分
）

内
容　

講
演
、
市
町
村
職
員
（
事

務
系
）
に
よ
る
経
験
談
、
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど

定　

１
０
０
０
人

料　

無
料

申　

１
月
10
日
火
よ
り
ｈh

ttp
://

　

w
w

w
.h

ito
z
u

k
u

ri.o
r.jp

/

　

n
a
v
i/e

v
e
n

t/s
-fo

ru
m

.p
h

p

か
ら
、
事
前
申
込
み
が
必
要
で

す
（
先
着
順
）
。

問　

彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り

広
域
連
合
自
治
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
人
材
開
発
部
市
町
村
職
員

担
当
ｔ
０
４
８―

６
６
４―

６

　

６
８
１

『
第
23
回
鎌
北
湖
オ
ー
プ
ン

卓
球
大
会
』
参
加
者
募
集

『
埼
玉
県
市
町
村
職
員
採
用
情

報
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２
』

もろ丸くんサポーター
募集

もろ丸くんのことが大好きで、もろ丸くんと一緒にイベントを盛り上げてくれる人を広く募集します。
募集につきましては、役場産業振興課にお越しいただくか、産業振興課のメールへ氏名ならびに連絡
先（携帯番号・メールアドレス）をご登録ください。
※ご登録いただいた連絡先などは「もろ丸くんサポーター」のみでしか使用しません。

問合せ　役場産業振興課商工観光係
ｔ ０４９（２９５）２１１２ 内線１７５
ｆ ０４９（２９５）０７７１
ｅ  sangyou@town.moroyama.saitama.jp

！
もろ丸くんサポーター

募集！
きで、も
産業振興
ス）を
どは「

もろ丸くんのことが大好き
募集につきましては、役場産
先（携帯番号・メールアドレス
※ご登録いただいた連絡先など

あなたも、一緒にもろ丸くんを応援しませんか？あなたも、一緒にもろ丸くんを応援しませんか？

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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①
【
学
力
向
上
支
援
員
】

職
務
内
容　

小
・
中
学
校
で
の
授

業
支
援

募
集
人
員　

14
人
程
度

応
募
要
件　

小
・
中
学
校
に
お
い

て
、
特
に
、
国
語
、
算
数
・
数

学
、
英
語
の
指
導
が
可
能
な
人

　

（
小
学
校
教
員
免
許
、
中
学
校

教
員
免
許
所
有
者
お
よ
び
取
得

見
込
者
）

勤
務
日
数　

１
８
５
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
（
７
時

間
45
分
／
日
）

賃
金　

時
給
１
３
０
０
円
（
社
会

保
険
有
り
）

②
【
児
童
生
徒
支
援
員
】

職
務
内
容　

小
・
中
学
校
で
授
業

を
は
じ
め
学
校
生
活
全
般
へ
の

支
援
（
普
通
学
級
・
特
別
支
援

学
級
で
の
支
援
）

募
集
人
員　

16
人
程
度

応
募
要
件　

児
童
・
生
徒
の
健
全

育
成
に
対
し
て
、
幅
広
い
見
識

の
あ
る
人

勤
務
日
数　

２
０
５
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
（
５
時

間
／
日
）

賃
金　

時
給
８
０
０
円

③
【
生
徒
指
導
推
進
員
】

職
務
内
容　

中
学
校
で
生
徒
指
導

上
の
支
援

募
集
人
員　

２
人
程
度

応
募
要
件　

生
徒
指
導
（
非
行
防

止
な
ど
）
に
対
し
て
、
幅
広
い

見
識
の
あ
る
人
（
警
察
官
経
験

者
、
教
員
経
験
者
ま
た
は
教
員

免
許
所
有
者
な
ど
）

勤
務
日
数　

１
８
５
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
（
５
時

間
／
日
）

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

④
【
不
登
校
対
策
相
談
員
（
Ａ
・

Ｂ
）】

職
務
内
容　

児
童
・
生
徒
と
の
交

流
を
通
し
て
行
う
相
談
援
助
な
ど

募
集
人
員　

Ａ
・
Ｂ
と
も
２
人

応
募
要
件　

児
童
・
生
徒
の
健
全

育
成
に
対
し
、
幅
広
い
見
識
の

あ
る
人

勤
務
日
数　

Ａ
２
１
０
日
（
年
間
）、

　

Ｂ
１
０
０
日
（
年
間
）

勤
務
時
間　

５
時
間
／
日

賃
金　

時
給
１
０
０
０
円

【
①
〜
④
共
通
事
項
】

任
用
期
間　

４
月
１
日
日
～
９
月

30
日
日

応
募
方
法　

１
月
20
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
希
望

職
種
を
明
記
し
、
教
育
委
員
会

学
校
教
育
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

選
考
方
法　

面
接
お
よ
び
論
文

（
４
０
０
字
程
度
）
を
実
施
し

選
考
し
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
ｔ

内
線
５
３
２

※
職
務
内
容
な
ど
に
は
、
若
干
の

変
更
が
あ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

⑤
【
学
校
用
務
員
】

職
務
内
容　

学
校
内
外
の
清
掃
・

給
食
の
配
膳
な
ど

募
集
人
員　

６
人

勤
務
日
数　

２
２
８
日
程
度
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
２
時
45
分
（
５
時
間

／
日
）

※
休
憩
時
間
有
り

賃
金　

時
給
８
０
０
円

⑥
【
学
校
事
務
員
】

職
務
内
容　

町
費
会
計
事
務
な
ど

募
集
人
員　

６
人

勤
務
日
数　

２
１
８
日
程
度
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
９

時
～
午
後
２
時
45
分
（
５
時
間

／
日
）

※
休
憩
時
間
有
り

賃
金　

時
給
８
２
０
円

⑦
【
学
校
給
食
補
助
員
】

職
務
内
容　

給
食
の
配
膳
な
ど

募
集
人
員　

６
人

勤
務
日
数　

給
食
の
あ
る
日
で
１

　

９
９
日
程
度
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
午
前
10

問　役場福祉課地域福祉係　ｔ（295）2112内線111･112
　　埼玉県社会福祉課 ｔ 048（830）3286

戦傷病者の妻に対して
　　　　特別給付金が支給されます

◎新たに戦傷病者の妻になった場合
　平成15年４月２日から平成23年4月1日の間

に、夫が戦傷病者として増加恩給、傷病年金などを

初めて受けることになった場合、また同期間に増加

恩給などを受給している戦傷病者と婚姻をした場合

　支給内容　額面15万円（軽症者は半額、５年償

　　　　　　 還の記名国債）

◎「第十八回特別給付金」または「第二十回特別給
付金」を受給していた戦傷病者の妻
　戦傷病者が平成15年4月1日から平成18年9月

30日までの間に一般のけがや病気で死亡（平病

死）した場合

　支給内容　額面５万円（５年償還の記名国債）

請求期間　平成26年9月30日まで

請求窓口   役場福祉課地域福祉係または埼玉県社会福祉課

税務署からのお知らせ
問　所得税に関すること
　　川越税務署　ｔ（235）9411（自動音声案内）
　　住民税に関すること
　　役場税務課町民税課税係　ｔ内線195・196
～公的年金等に係る雑所得を有する人の
　　　　所得税の確定申告不要制度の創設について～
　平成 23 年分の確定申告から、公的年金等の収入金
額の合計額が 400 万円以下であり、かつ、公的年金
等に係る雑所得以外の所得金額が 20 万円以下である
場合には、所得税について確定申告書の提出は不要と
なりました。
　詳しくは、最寄りの税務署にお問い合わせください。
※上記に該当する人であっても、例えば東日本大震災
による雑損控除や医療費控除などによる、所得税の還
付を受けるための確定申告書については提出すること
ができます。
※上記に該当する人であっても、例えば上場株式等に
係る譲渡損失の繰越控除など、確定申告書の提出が控
除適用の要件となっている控除を受ける場合には、確
定申告書の提出が必要となります。
※上記に該当する人であっても、住民税の申告は必要
です。

募
集
し
ま
す

町
立
小
・
中
学
校
の
臨
時
職

員
（
支
援
員
な
ど
）
の
募
集

インフォメーション
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定　

20
人

申
・
問　

12
月
20
日
火
か
ら
１
月

16
日
月
ま
で
に
社
会
福
祉
協
議

会
ｔ
２
９
５―

３
１
１
１
に
申

込
み
（
電
話
可
・
定
員
に
な
り

次
第
締
切
）

　

埼
玉
県
教
育
委
員
会
で
は
、
臨

時
的
任
用
教
職
員
お
よ
び
非
常
勤

講
師
を
募
集
し
ま
す
。　

応
募
資
格　

①
教
員
に
つ
い
て
は

教
員
普
通
免
許
状
、
学
校
栄
養

職
員
に
つ
い
て
は
栄
養
士
免
許

状
ま
た
は
管
理
栄
養
士
免
許
状

を
所
有
し
て
い
る
人
ま
た
は
取

得
見
込
み
の
人
、
②
地
方
公
務

員
法
第
16
条
お
よ
び
学
校
教
育

法
第
９
条
の
欠
格
事
項
に
該
当

し
な
い
人

※
応
募
の
際
は
、
「
希
望
調
書
」

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
詳

し
く
は
埼
玉
県
教
育
委
員
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 
（

ｈh
ttp

:/
/

w
w

w
.p

re
f.s

a
ita

m
a

.lg
.jp

/

p
a

g
e
/
rin

jite
k
in

in
y
o

.h
tm

l

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
指

導
係
ｔ
内
線
５
３
２
、
埼
玉
県

西
部
教
育
事
務
所
人
事
学
事
担

当
ｔ
２
４
２―

１
８
０
５

　戦没者等の遺族に対する特別弔慰金（「第九回特別弔慰金」）が支給されます。請求期間が平成 24 年４月２

日までとなっていますので、お早めの申請をお願いします。

主な支給対象者　平成 17 年４月１日から平成 21 年３月 31 日の間において、恩給法による公務扶助料や戦

　傷病者戦没者遺族等援護法による遺族年金等を受けている人（戦没者等の妻や父母など）が亡くなるなどし

　たことにより、平成 21 年４月１日において前記年金給付の受給権者がいない場合、戦没者等の死亡当時の

　ご遺族で、次の順番による先順位のご遺族お一人に特別弔慰金が支給されます。

支給される順位
　１　平成 21 年４月１日までに、戦傷病者戦没者遺族等援護法による弔慰金の受給権を取得した人

　２　戦没者等の子

　３　戦没者等の①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹

　※戦没者等と生計関係を有していた人のうち、平成 21 年４月１日において婚姻していたとしても氏が変わっ

　ていない人、または同日において遺族以外の人と養子縁組をしていない人に限ります。

　４　上記３以外の戦没者等の①父母、②孫、③祖父母、④兄弟姉妹

　※戦没者と生計関係を有していない人や、戦没者等と生計関係を有していたが、上記３に該当しない人。

　５　上記１から４以外の戦没者等の三親等内の親族

　※戦没者の死亡まで、引き続いて１年以上の生計関係を有していた人に限ります。

支給内容　額面 24 万円（６年償還の記名国債）

請求期間　平成 24 年４月２日まで

請 求 先　役場福祉課地域福祉係または埼玉県社会福祉課

戦没者等のご遺族のみなさまへ
問　役場福祉課地域福祉係　ｔ（295）2112内線111･112または埼玉県社会福祉課　ｔ 048（830)3286

月
30
日
日

応
募
方
法　

１
月
20
日
金
ま
で
に
、

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
に
希
望

職
種
を
明
記
し
、
教
育
委
員
会

教
育
総
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

選
考
方
法　

面
接
を
実
施
し
選
考

し
ま
す
。

問　

教
育
委
員
会
教
育
総
務
課
ｔ

内
線
５
１
０
・
５
１
１

　

給
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
金
曜
日

に
高
齢
者
の
お
宅
に
お
弁
当
を
配

達
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。
実
際
の
活
動
は

平
成
24
年
４
月
か
ら
で
す
。

【
事
前
説
明
会
（
全
３
回
）】

㊐　

１
月
26
日
木
午
前
９
時
30
分

～
正
午
、
２
月
10
日
金
午
前
９

時
30
分
～
正
午
、
２
月
17
日
金

午
前
10
時
～
正
午

場　

福
祉
会
館

内
容　

「
給
食
サ
ー
ビ
ス
概
要
」
、

「
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動

　

内
容
」、「
配
達
体
験
」、「
ふ
り
か

　

え
り
」
な
ど

対　

町
内
在
住
で
、
講
座
終
了
後

に
お
弁
当
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
活
動
で
き
る
人
。
事
前

説
明
会
（
全
３
回
）
に
参
加
で

き
る
人
。

時
30
分
～
午
後
２
時
30
分
（
３

時
間
／
日
）

※
休
憩
時
間
有
り
、
学
校
に
よ
り

多
少
時
間
変
更
有
り

賃
金　

時
給
８
０
０
円

⑧
【
学
校
図
書
館
整
理
員
】

職
務
内
容　

学
校
図
書
の
管
理
な
ど

募
集
人
員　

６
人

勤
務
日
数　

児
童
・
生
徒
が
登
校
す

る
日
で
２
０
９
日
程
度
（
年
間
）

勤
務
時
間　

月
～
金
曜
日
午
後
１

時
～
４
時
（
３
時
間
／
日
）

※
学
校
行
事
に
よ
り
変
更
有
り

賃
金　

時
給
８
０
０
円

⑨
【
学
童
バ
ス
の
運
転
手
】

職
務
内
容　

毛
呂
山
小
学
校
児
童

の
送
迎

募
集
人
員　

３
人

応
募
資
格　

普
通
自
動
車
免
許
所

持
者
（
面
接
時
に
免
許
証
を
持

参
の
こ
と
）

勤
務
日
数　

月
～
金
曜
日
（
採
用

人
数
に
よ
っ
て
変
わ
り
ま
す
）

▽
２
人
の
場
合
／
週
５
日
、
３

人
の
場
合
／
週
３
日
ま
た
は
４

日
勤
務
時
間　

午
前
７
時
～
８
時
、

午
後
２
時
30
分
～
４
時
30
分

※
学
校
行
事
に
よ
り
運
行
時
間
の

変
更
有
り

賃
金　

時
給
９
０
０
円

【
⑤
～
⑨
共
通
事
項
】

任
用
期
間　

４
月
１
日
日
か
ら
９

お
弁
当
配
達
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す

埼
玉
県
公
立
小
・
中
学
校

臨
時
的
任
用
教
職
員
お
よ

び
非
常
勤
講
師
募
集

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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日　

１
月
11
日
水
午
前
10
時
～
正
午

場　

役
場
相
談
室

対　

障
害
（
身
体
・
知
的
・
精
神
）

の
あ
る
人
や
、
そ
の
家
族

相
談
内
容　

生
活
上
の
諸
問
題
な
ど

※
申
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　

役
場
福
祉
課
障
害
福
祉
係
ｔ

　

内
線
１
１
６
・
１
１
７
、
ｆ
２

　

９
５―

２
１
２
６

　

町
内
在
住
・
在
勤
者
な
ど
の
写

真
愛
好
者
が
一
同
に
会
し
、
「
親

睦
と
写
真
技
術
の
向
上
を
目
的
」

と
し
て
、
第
10
回
毛
呂
山
写
真
愛

好
者
作
品
展
を
行
い
ま
す
。
約
90

点
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
／
１
月
7
日
土
～
9
日
祝
午
前

９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で
）　

場
／
東
公
民
館

ギ
ャ
ラ
リ
ー　

主
催
／
毛
呂
山
写

真
愛
好
者
作
品
展
実
行
委
員
会　

後
援
／
毛
呂
山
町
、
毛
呂
山
町
教

育
委
員
会　

問
／
ｔ
２
９
４―

５

１
２
１
大
谷
木

　

バ
ザ
ー
ス
タ
ッ
フ
、
バ
ザ
ー
用

品
を
募
っ
て
い
ま
す
。
ご
支
援
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

バ
ザ
ー
日
時
／
２
月
19
日
日
午
後

１
時
～
３
時
30
分　

搬
入
・
準
備

／
２
月
18
日
土
９
時
か
ら　

会
場

／
福
祉
会
館　

用
品
の
種
類
／
日

用
品
、
雑
貨
、
食
器
、
野
菜
と
食

品
、
寝
具
・
タ
オ
ル
類
な
ど
（
大

型
家
具
・
家
電
製
品
な
ど
は
取
り

扱
え
ま
せ
ん
）　

問
／
児
童
養
護

施
設
神
愛
ホ
ー
ム
・
神
愛
ホ
ー
ム

後
援
会
（
大
谷
木
２
1
４―
1
）

ｔ
２
９
４―

０
０
４
０

　　

私
た
ち
の
グ
ル
ー
プ
は
、
自
分

の
子
ど
も
に
ハ
ン
デ
ィ
ー
を
抱
え

る
親
の
会
で
す
。
現
在
メ
ン
バ
ー

は
数
名
で
、
月
１
回
程
度
話
し
合

い
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
メ
ン
バ

ー
の
内
訳
は
子
ど
も
の
保
護
者
お

よ
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
た
で

す
。
名
称
を
「
ゆ
ず
り
葉
の
会
」

と
申
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
件
で
悩
み
を
抱
え
る

　
平成23・24年度入札参加資格審査の追加受付を行います

■建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理
受付期間　新規申請　１月４日（水）～２４日（火）　  業種・申請書様式
　　　　　追加申請　１月４日（水）～３１日（火）

申請方法　郵送（受付期間内必着・持参不可）

　　　　　詳しくは県ホームページをご覧ください。

提出先・問合せ　埼玉県総務部入札審査課

　　　　　ｔ 048（830）5771ｈ http://www.pref.saitama.lg.jp/page/2324tuika4.html

■物品・その他
受付期間　１月１６日（月）～２７日（金）

　　　　　午前９時～ 11 時 30 分、午後１時～４時

　　　　　（土・日曜日、祝日は除く）

受付場所　役場管財課契約係（役場庁舎５階）

提出方法　持参・郵送（郵送の場合は８０円切手を貼

　　　　　った返信用封筒を必ず同封すること）

要領・様式の配布　12月20日（火）から1月27日

　　　　　（金）の間に、毛呂山町ホームページ（ｈ

　　　　　http://www.town.moroyama.saitama.

　　　　　jp）からダウンロードできます（企業の方

　　　　　へ→入札・契約→入札参加資格審査）。

提出先・問合せ　役場管財課契約係　ｔ（295）2112 内線 541（〒 350-0493  毛呂山町中央 2-1）

申請業種 申請書様式
建設工事

埼玉県電子入札共同システム様式設計・調査・測量

土木施設維持管理

　建設工事、設計・調査・測量、土木施設維持管理の申請は、埼玉県電子入札共同システムへの申請となり、物品・

その他の申請は、毛呂山町役場への申請となりますので、お間違いのないようご注意ください。なお、資格有

効期間は、いずれも平成２４年４月１日から平成２５年３月３１日までです。

　業種・申請書様式

　※申請書類は、緑色のＡ４紙ファイル（２穴）に

　綴
と

じて提出してください。

※毛呂山町で資格者名簿に登載されると、埼玉西部環
境保全組合の入札参加資格者としても取り扱うことに
なりますので、別途保全組合への届出は不要です。

入
間
西
障
害
者
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
出
張
相
談

情
報
交
換

相
談

ご

を

第
10
回
毛
呂
山
写
真
愛
好

者
作
品
展

『
第
20
回
神
愛
ホ
ー
ム
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
バ
ザ
ー
』
ご
協
力
の
お
願
い

「
ゆ
ず
り
葉
の
会
」

交
流
会
の
お
知
ら
せ

申請業種 申請書様式 ファイルの色
物品・その他

毛呂山町様式 緑
　　建設資材

インフォメーション
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方
は
、
ぜ
ひ
一
緒
に
な
っ
て
話
し

合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
事
前
の
申

し
込
み
は
不
要
で
す
。
直
接
会
場

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

㊐
／
１
月
29
日
日
午
前
９
時
30
分

～
10
時
30
分
（
午
前
９
時
よ
り
受

付
）　

場
／
中
央
公
民
館
会
議
室

１　

対
／
毛
呂
山
町
在
住
・
在
勤

の
方　

問
／
ｔ
２
９
５―
０
１
９

７
鷲わ

し

お尾

　

生
活
に
必
要
な
筋
力
の
ア
ッ
プ
、

足
腰
の
バ
ラ
ン
ス
、
ま
た
姿
勢
も

良
く
な
り
ま
す
。
男
女
年
齢
に
関

係
な
く
一
緒
に
気
持
ち
い
い
汗
を

か
き
ま
せ
ん
か
。

体
験
日
／
１
月
17
日
火
、
24
日
火

午
前
10
時
～
正
午　

場
／
東
公
民

館
学
習
ホ
ー
ル
め
じ
ろ　

持
ち
物

／
運
動
の
で
き
る
服
装　

料
／
無

料　

問
／
ｔ
０
９
０―

４
５
３
３

―

２
４
５
４
中
村

　

一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
う
�　

保

育
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。

㊐
／
１
月
１1
日
水
、
２
月
８
日
水

午
前
１０
時
～
１１
時　

場
／
養
光
保

育
園　

対
／
未
就
園
児
の
親
子

料
／
無
料　

申
・
問
／
前
日
ま
で

に
養
光
保
育
園
ｔ
２
７
６―

１
４

７
３
に
申
込
み

　　

毛
呂
山
町
の
歴
史
に
つ
い
て
の

本
で
す
。

問
／
ｔ
２
９
４―

１
３
０
０
山
口

　

武
蔵
越
生
七
福
神
め
ぐ
り
は
、

健
康
づ
く
り
と
招
福
、
長
寿
、
蓄

財
を
祈
願
し
て
歩
く
12
・
６
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
（
所
要
時
間
約
３
時
間

30
分
）
の
自
然
豊
か
な
コ
ー
ス
で

す
。

日
に
ち　

１
月
４
日
水
（
小
雨
・

小
雪
決
行
）

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
10
時

受
付
場
所　

法
恩
寺
（
越
生
駅
前
）

特
典　

①
先
着
１
８
０
０
人
に
う

め
り
ん
缶
バ
ッ
ジ
を
進
呈
、
②

ゴ
ー
ル
後
、
甘
酒
の
無
料
サ
ー

ビ
ス
と
福
引
き
を
実
施
、
③
ゴ

　

ー
ル
地
点
の
全ぜ

ん
ど
う
い
ん

洞
院
か
ら
越
生

駅
ま
で
無
料
バ
ス
を
運
行

問　

越
生
町
産
業
観
光
課
観
光
商

工
担
当
ｔ
２
９
２―

３
１
２
１

内
線
１
４
６

税務課資産税課税係からお知らせします

　固定資産税は、毎年１月１日時点で存在する建物の所有者に課税されます。次の①～③に該当する人は、役

場税務課資産税課税係までご連絡をお願いします。

①年内およびそれ以前に新築・増築、または年内に新築・増築予定で、まだ家屋調査を行っていない場合

②年内およびそれ以前に建物を全部または一部取り壊しをした場合

③火災・地震などの災害により、建物に大きく傷みが生じた場合

※建物の大きさに関わらず、物置・車庫などについても、固定資産税の課税対象となるものがあります。

■家屋調査について
　家屋調査では、国の定めた基準により、屋根・外壁・天井・内壁・床・設備などの仕上げ部材、キッチン・

トイレなどについても調査しますので、あらかじめご了承ください。

　また、毛呂山町内全域を対象として家屋の現況調査を行っています。この調査はより一層の適正な課税を確

保するために、固定資産課税台帳の記載内容と現況の建物が一致しているかを確認する調査です。調査にあたっ

て、現地の建物の状況を確認させていただく場合がありますので、皆さまのご理解・ご協力をお願いします。

※所有する家屋が東日本大震災で被災、もしくは福島第一原子力発電所の警戒区域内にある場合、その代わり

として毛呂山町内に家や土地を取得された人は税務課資産税課税係までご連絡をお願いします。

　事業用の資産（土地・家屋以外のもの）は、償却資産として固定資産税の課税対象となります。平成 24 年

１月１日現在で償却資産を所有している人は申告が必要になります。

申告期限　平成２4 年 1 月 31 日（火）まで　　　申告場所　役場税務課資産税課税係

※平成２３年度分の償却資産の申告をした人には、申告書を郵送しますので期限内に返送してください。

■償却資産とは
　会社や個人で工場や商店などを経営している人が所有し、その事業のために用いることができる資産で、所

得の計算上、損金または経費に算入される次に示したものなどをいいます。

①構築物……………………舗装道路、塀など

②機械および装置…………旋
せ ん ば ん

盤、工作機械など

③船舶………………………海上および水上運搬具など

④車両および運搬具………ブルドーザーなど（自動車税・軽自動車税が課税されていないもの）

⑤工具・器具および備品…冷暖房設備、自動販売機、陳列ケース、ロッカーなど

※申告書郵送の有無にかかわらず、該当する資産を所有している場合には、必ず申告が必要です。ご不明な点

は、役場税務課資産税課税係までお問い合わせください。

問　役場税務課資産税課税係　ｔ（295）2112内線191･192

事業用の資産をお持ちの人は申告が必要です

建物の新築・増築・取壊しなどがあった場合にはお知らせください�

川
角
太
極
拳
ク
ラ
ブ

「
体
験
教
室
」

養
光
保
育
園
「
園
庭
開
放
・

保
育
相
談
」

自
費
出
版
の
『
折
々
の
言
の
葉
』

を
無
料
で
進
呈
致
し
ま
す

第
28
回
『
新
春
武
蔵
越
生

七
福
神
め
ぐ
り
』

情
報

レ
イ
ン
ボ
ー

毛呂山町役場　ｔ（295）2112・ｆ（295）0771
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■高額介護合算療養費について
　現在、医療費が高額になった場合は、医療保険（国民健康保険、後期高齢者医療制度、被用者保険）から月

額の限度額を超えた分が「高額療養費」として支給されています。また、介護サービス費用が高額になった場

合は、介護保険から月額の限度額を超えた分が「高額介護サービス費」として支給されています。

　さらに、自己負担額を軽減するため、平成 22 年８月１日から平成 23 年７月 31 日までの 12 か月間において、

同一世帯内で、医療保険の自己負担分と介護サービス費用の自己負担額の両方を負担した人がいる場合（注）、

その自己負担額の合計が下記の限度額を超えたときは、申請をすると限度額を超えた分が「高額介護合算療養費」

として支給されます。ただし、同一世帯内であっても、計算は対象年度の末日（７月 31 日）に加入している

保険（国民健康保険、後期高齢者医療制度、被用者保険など）ごとに行うのでご注意ください。

（注）どちらかのみでは対象となりません。

■合算した場合の自己負担限度額（年額：平成 22 年８月 1 日～平成 23 年７月 31 日）

所 得 区 分
後期高齢者医療制度＋
介護保険（75 歳以上）

被用者保険または国民健康保険＋
介護保険 (70 歳以上 75 歳未満）

被用者保険または国民健康保険＋
介護保険 (70 歳未満がいる世帯）

現役並み所得者

（上位所得者）
６７万円 ６７万円 126 万円

一　　般 ５６万円 ５６万円 ６７万円

低所得者
Ⅱ ３１万円 ３１万円

３４万円
Ⅰ １９万円 １９万円

※　限度額を超えた額が５００円未満の場合は支給されません。

■支給を受けるには申請が必要です。
　対象になると思われる人は、住民課国保年金係または高齢者支援課高齢者医療係に申請書を提出してください。

　なお、次の要件に該当する人には平成 24 年１月ごろ通知します。

　国民健康保険被保険者または後期高齢者医療制度被保険者で、平成２2 年８月１日から平成２3 年７月３１

日までの１年間、引き続き同じ保険に加入していた人

  高額介護合算医療制度について
問　役場住民課国保年金係　ｔ（295）2112内線128、
　　役場高齢者支援課高齢者医療係　内線125、介護保険係　内線121

　今年度、９月下旬に無料クーポン券をお送りしましたが、まだ

申込みをしていない人で受診を希望する人は、検診を受けること

ができます。

対　象　「働く世代の大腸がん検診」無料クーポン券をお持ちの

　人のうち、今年度、町の大腸がん検診を受けていない人

定　員　先着１００人

申込み　電話または９月下旬送付の案内通知に同封した返信用ハ

ガキでお申し込みください。

申込期間　１月１３日（金）まで（郵送の場合は必着）

受診方法　①保健センターに申込みをする。②保健センターから、

検査容器が郵送で届く（１月中旬）。③指定した日までに便を

採り、保健センターに郵送する。④検便提出後、約 1 か月で、

結果が郵送される。

※申込期間終了前でも、定員に達した場合はお断りすることがあ

ります。

※クーポン券の有効期限が３月３１日までとなっていますが、お

申し込みは今回が最終となります（平成２３年度は、１月１４日

（土）以降の大腸がん検診の申込受付はできません）。

申・問　保健センター　ｔ（294）5511

「働く世代の大腸がん検診」無料クーポン券をお持ちの人へ

日時　1 月８日（日）

　　　　午後１時３０分～　　　　　　

　　　 　（午後０時３０分受付）

場所　毛呂山町福祉会館ホール

対象　平成３年４月２日から平成４年４

月１日までに生まれた人

■対象者には、案内状を送付しましたが、

未着または住民登録のない人で参加を

希望する人は、生涯学習課までご連絡

ください。

問　教育委員会生涯学習課学習支援係　
　　ｔ（295）2112内線522

第56回 毛呂山町成人のつどい
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山根荘趣味の会等定例行事

※２月 14 日火～ 16 日木に「山根荘バザー」を開催します。ご来場をお待ちしています。
※行事日程などについては、都合により変更する場合があります。
※上記の趣味の会に入会を希望する人は、下記までご連絡ください。
問　老人福祉センター山根荘  ｔ（２９４）５５４５

リサイクル情報
●ゆずりたい品物
　・卓上洗濯機（中古・無料）・押
　入タンス（70 ㎝× 20 ㎝引き出
　し 2 段・中古・無料）・カーナビ
　（中古・有料）・ハロゲンヒーター
　（ほぼ新品・無料）・スタッドレス
　タイヤ（ほぼ新品・有料）
●ゆずってほしい品物

・レジスター（中古・無料）・電
子ピアノ（中古・無料）・一人用
ロッカー（中古・無料）

　紹介したい品物がありましたら、
お気軽にお申し込みください。また、
交渉が成立した場合には、必ずご連
絡ください。

掲載期間　３か月

申・問　役場産業振興課商工観光係

　　　　ｔ内線 175

1 月の休館日
  1日  2日  3日  4日  7日  8日
  9日14日15日21日22日28日
29日

ゲ ー ト ボ ー ル 16日30日

ペ タ ン ク 23日

声 を 出 す 会 18日

謡 寿 会 17日31日

民 踊 同 好 会 16日30日

俳 句 の 会
13日27日【季語 明の春（あけの
はる）、千両（せんりょう）】

囲碁・将棋の会
  6日11日13日18日20日25日
27日

お 茶 の 会   6日20日

茜 会（ お 花 ）16日

ダンス同好会   6日20日

ぎんれい会（大正琴）   6日20日

三味線・民謡の会 12日26日

手 芸 の 会 11日25日

カ ラ オ ケ 同 好 会
23日
（年金受給者協会）27日

吟 友 会 11日25日

書 道 の 会 11日25日

舞 わ か ば 会 11日25日

FD カ ト レ ア 13日27日

健 康 体 操 教 室 23日

楓 会 13日

押 し 花 の 会 16日

光 華 の 会 16日30日

　

山
根
荘
は
、
町
内
在
住
で
６０
歳

以
上
の
人
で
し
た
ら
、
ど
な
た
で

も
無
料
で
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

　東日本大震災義援金へ、多くの皆さまから温かいお気持

ちをお寄せいただきまして、ありがとうございます。１1

月 30 日現在、義援金額７，９０３，４９７円のご協力をいた

だいております。引き続き皆さまのご協力をお願いします。

問　日本赤十字社埼玉県支部毛呂山町分区（役場福祉課地 

　域福祉係内ｔ内線１１１・１１２）

　地震・津波・原発により毛呂山町へ避難された方は、埼

玉県を通じてお住まいになっていた県へ避難していること

を報告しますので、下記担当までご連絡ください。

問　役場企画財政課ｔ内線 321

避難された方の現状確認について

　毛呂山町東日本大震災復興支援プロジェクト委員会で

は、町内で行われた様ざまなイベントにおいて東日本大震

災で被災された地域、福島県浪江町に対し、義援金を募ら

せていただきました。11月末日現在において3,508,941

円のご協力をいただいていますので、ご報告いたします。

問　役場総務課ｔ内線310

毛呂山町へ避難された方へ

イベント時における義援金について

『東日本大震災義援金』へのご協力ありがとうございます

　11月25日、町の水道水について、放射線量測定を行いまし

た。その結果、放射性ヨウ素、放射性セシウムともに不検出と

なりましたのでお知らせします。

問　役場水道課ｔ内線165

毛呂山町の水道水は安全です

町内の空間放射線量の測定結果について
　毛呂山町では、町で購入した測定機器を用い、役場庁

舎東側および町内１５施設１８地点で空間放射線量の

測定を行っています。測定結果は、以下のとおりで日常

生活に支障のない値でした。

役場庁舎東側　測定日 12 月 9 日（金）　高さ 地上１メートル

　　　　　　　　　　測定値１時間あたり 0.08 マイクロシーベルト　

 東日本大震災関連情報掲示板

※調査結果は、町ホームページｈ http://www.town.moroyama.
saitama.jp/ でもご覧になれます。

問　役場生活環境課環境係ｔ内線 212

測定地点
測定値

５ｃｍ 50 ｃｍ 100 ｃｍ

若草保育園
園庭 0.08 0.06 0.06

砂場 0.07 0.07 0.07

旭台保育園
園庭 0.07 0.07 0.06

砂場 0.07 0.07 0.08

川角小学校 校庭 0.08 0.07 0.07

光山小学校 校庭 0.07 0.07 0.07

川角中学校 校庭 0.05 0.06 0.06

前久保中央公園 0.05 0.06 0.05

かわせみ公園 0.07 0.07 0.07

大類グラウンド 0.08 0.08 0.08

測定地点
測定値

５ｃｍ 50 ｃｍ 100 ｃｍ

上町保育園
園庭 0.07 0.06 0.06

砂場 0.06 0.06 0.06

毛呂山小学校 校庭 0.09 0.09 0.07

泉野小学校 校庭 0.08 0.07 0.07

毛呂山中学校 校庭 0.07 0.07 0.07

総合公園グラウンド 0.05 0.06 0.06

岩井グラウンド 0.06 0.05 0.05

ゆずの里オートキャンプ場 0.05 0.06 0.06

西グループ　測定日 11 月 24 日（木）単位：毎時マイクロシーベルト

東グループ　測定日 12 月 7 日（水）　単位：毎時マイクロシーベルト
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※埼玉医科大学病院（毛呂本郷 38ｔ 276-1465）は、
救急部が日曜・祝日を問わず救急患者を受け入れています。

1月の在宅当番医　9:00～ 12:00
日にち 医療機関名 専科 住所 電話
1/1（祝） もろやま眼科 眼科 岩井西２-11- ８ 294-4113
1/2（振休）根岸内科医院 内科・小児科 下川原171 295-3959
1/3（火） 初野医院 内科 長瀬718 294-7713
1/9（祝） はなみず木整形外科 整形外科 越生町如意102-9 292-8003

毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

乳幼児の予防接種
ＢＣＧ予防接種

麻しん風しん（ＭＲ）予防接種

三種混合

ポリオ　

日本脳炎

　  〃

乳幼児健診 ※対象者には個別に通知します。

４か月児健診　　　

10 か月児健診 　　

１歳６か月児健診　

３歳児健診

H23．8生まれの児
こ

H23．2生まれの児

H22．6生まれの児

H20．7生まれの児

1月10日（火）対

1月11日（水）対

1月24日（火）対

1月25日（水）対

12/27（火）から

12/26（月）から

  1/10（火）から

  1/11（水）から

12/28（水）から

  1/12（木）から

1月  5日（木）申

1月  4日（水）申

1月17日（火）申

1月18日（水）申

1月  6日（金）申

1月19日（木）申

保
健センターからのお知らせ

　　個別健康診査（受診は 1 年に１回）

実施月　2 月　申込み　1 月 6 日（金）～ 16 日（月）

対　象　後期高齢者医療制度の加入者（平成 23 年 9

月末までに加入している人）

内　容　問診・身体計測・血圧測定・尿検査・血液検

査・医師の診察など

費　用　５００円　定　員　先着 2 ５人

手　順　①保健センターに申込み、受診券を受け取る

　（受診券は郵送します）。

　②医療機関を選び、健診の予約をして受診する。

　※受診当日は、保健センターから届いたすべての書

　類を医療機関へご持参ください。

場　所　次のなかから１か所を選択

　埼玉医科大学病院健康管理センター、長瀬クリニック、

根岸内科医院、初野医院、毛呂病院、ゆずの木台クリ

ニック、市川医院、越生メディカルクリニック、かあ

いファミリークリニック

検診

　　　　2 月 8 日（水）、24 日（金）、3 月 3 日（土）、

　　　　14 日（水）　13：30 ～ 16：00 ごろ

　　　　初妊婦

　　　　1 月 5 日（木）から（先着 20 人）

 母親学級 初めてお父さんになる人も大歓迎!
日　時  

対　象

申込み

日　時　１月１８日（水）

10：15～11：30（受付10：00～10：15）

内　容　親子遊びの紹介、参加者の交流

対　象　３か月～１歳３か月の第一子

つくしんぼ（赤ちゃん）サロン

健康相談

子ども

申込み・問合せ・実施場所
保健センター　℡ 049(294)5511

成人健康相談（心と体の相談）
１月11日（水）9：00～12：00　　場 保健センター

１月24日（火）9：30～11：30　場 役場ホール

電話相談　月～金曜日（祝日を除く）9：00～17：00

保
健センターからのお知らせ

乳・子宮頸
けい

がん検診（受診回数／２年に１回）

　　　　２月 10 日（金）午後

対　象　乳がん /40 歳以上、子宮頸がん /20 歳以上

費　用　乳がん /600 円、子宮頸がん /500 円

　　　　クーポン券がある人は無料です。

申込み　1 月４日（水）から受付（定員先着 50 人）

　　　　当日の受付時間は申込み時にお知らせします。

※生活保護受給者は無料となります。申込時にお申し出

いただき、検診当日、印鑑・受給者証をお持ちください。

日　時

日　時　１月 26 日（木）

　　　　13：10 ～ 16：00（受付 13:10 ～ 13:20）

対　象　平成 21 年 2月～ 12月生まれの子

持ち物　母子健康手帳 ･タオル ･歯ブラシ ･コップ

申込み　１２月 27 日（火）から（先着 40 組）

日　時 １月 26 日（木）
２歳児歯科教室
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 行事カレンダー 行事カレンダー1月の 毛呂山町役場 ☎（２９５）２１１２

1 月の相談コーナー

法律相談  人権・行政相談 心配ごと相談
 

 教育相談 消費生活相談
 

■弁護士（要予約）

　1月12日木、23日月
　13:30～16:00

■行政書士
　1月18日水
　10:00～15:00

場　所　役場会議室

問合せ　総務課自治振興係

　　　　ｔ内線314

　土地家屋のトラブル、金

銭貸借や補償、相続問題な

ど

1月12日木13:30～16:00
場　所　役場会議室
問合せ　総務課自治振興係
　　　　ｔ内線314
　人権問題・行政に関する苦情など

月～金 10:00 ～ 16:30

場　所　教育センター

電話相談番号ｔ（295）2525

　不登校、いじめ、しつけなど

毎週水曜日　10：00 ～ 12：00
場　所　福祉会館
問合せ　社会福祉協議会
　　　　ｔ（295）3111
　生活上の悩み、困りごとなど

町県民税　　　  4 期

国民健康保険税  ７期

介護保険料　　  ７期

後期高齢者

　  医療保険料　６期

税金・保険料は納
期限内に忘れずに
納めましょう！

今月の納期限

　産業振興課では、消費生活全般に関す
る相談・情報提供を行っています。
　毎週水曜日10:00～15:00は、消費生
活コンサルタントが相談を受け付けます。
問合せ　産業振興課ｔ内線175

保
健センターからのお知らせ

日 月 火 水 木 金 土
1 元日 2 振替休日 3 4 5 6 7図歴児体 図歴児体 図歴児体 図歴児体

・官庁仕事始め ・体育施設２月分
　調整会議
　場総合公園

8 9 成人の日 10 11 12 13 14児 児体 図歴

・２月分総合公園予約日
　場総合公園
・消防団出初式
　場総合公園入口広場
　→P17
・成人のつどい
　場福祉会館→P24

・小・中学校
　授業開始

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→Ｐ13
・入間西障害者相談支
　援センター出張相談
　場役場相談室→P 22

・子育てサロン
　場東公民館

・子ども映画会
　場図書館→P13
・父親クラブ
　場児童館→P13
・越生、毛呂山班
　児童生徒美術展
　場中央公民館→
　P16

15 16 17 18 19 20 21児 図歴児体

・トレーニング機器説明会
　場総合公園
・越生、毛呂山班
　児童生徒美術展
　場中央公民館→P16
・青少年相談員冬の遊び会
　場中央公民館→P18

・健康づくり教室
　場東公民館→P18

・楽しい子育て応援講座
　場東公民館
・親支援講座
　場東公民館

・ぴょんぴょん広場
　場児童館→Ｐ13
・つくしんぼサロン
　場保健センター
　→P26

・健康づくり教室
　場東公民館→P18

・子育て講演会
　場福祉会館→P18

22 23 24 25 26 27 28児 図歴児体

・解読  毛呂山の歴史
　場資料館→P18

・健康づくり教室
　場東公民館→P18

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館→Ｐ13
・親支援講座
　場東公民館

・子育てサロン
　場福祉会館
・幼児クラブ木曜コース
　場児童館→Ｐ13
・健康づくり教室
　場東公民館→P18

・おはなし会　   
　場図書館→P13
・おとうさんのヤ
　キイモタイム 
　場資料館→P18

29 30 31児 図歴児体 図

・休日納税・納入窓口
　場役場→P16
・高校生による演劇公演
　場図書館→P13

・健康づくり教室
　場東公民館→P18

・幼児クラブ火曜コース
　場児童館→Ｐ13
・親支援講座
　場東公民館

図図書館　歴歴史民俗資料館　児児童館
体町内体育施設（総合公園体育館・グラウンド、
大類グラウンド・ソフトボールパーク、川角公園、
西戸・川角・岩井・目白台各グラウンド、弓道場）

施設のお休みマーク

場＝場所
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徒然歳時記

　町の秋行事がひととおり終了すると年末を感じるよう

になってきます。今年もこの時期を無事にむかえられた

ことに、胸を撫
な

で下ろしています。しかしながら、本年

は災害の多い年でした。一日でも早い被災地の復興を願

わずにはいられません。そして来年は穏やかな年になる

ことを心から祈念いたします。（Ｉ）

　除夜の鐘とは、12月31日の大
おおみそか

晦日の夜に
寺院などで撞

つ

かれる鐘のことです。一年で
最後の日である大晦日は、古い年を除き新
年を迎えるという意味から除

じょじつ

日ともいわれ
ます。除夜とは除日の夜のことで、そのと
きに撞かれる鐘のため除夜の鐘といいます。
　除夜に撞かれる鐘の数は108つとなって
おり、これは人の煩

ぼんのう

悩の数とされています。煩悩は「心を惑
まど

わ
し身を悩ませるもの」のことを指しますが、鐘を一回撞くごと
に煩悩をひとつずつ取り除き、清らかな心で新年を迎えようと
いうわけです。また108という数は、4×9と8×9をたすと108に
なることから、「四苦八苦」を取り払う数であるともいわれて
います。一般に、除夜に撞かれる108の鐘は、107回を大晦日の
夜のうちに撞きます。残りの１回は、前年の煩悩に惑わされな
いようにという意味を込めて新年に撞かれます。余談ではあり
ますが、108という数は、煩悩の数以外にも数

じ ゅ ず

珠の玉の数や野球
のボールの縫い目の数にも使われています。また、茶

ちゃじゅ

寿は、108
歳のお祝いのことです。
　本年もあと僅

わず

かとなりました。今年は、地震や水害など世界
的に災害の多い年ではなかったでしょうか。日本においても、3
月11日の東日本大震災によって尊い命が失われました。このよ
うな災いは、除夜の鐘とともにひとつずつ取り除き、清らかで
平穏な新年を迎えたいものです。

■秘書広報課では「わがやのアイドル」を募集中です。

申・問　役場秘書広報課ｔ（295）2112 内線 332

除夜の鐘

人口 36,256 人（－ 32 人）
【男 18,072 人（－ 18 人）女 18,184 人（－ 14 人）】
世帯 15,771 戸（－ 17 戸）
※平成 23 年 12 月１日現在（カッコ）内は前月比

　

　車と電車が大好きな

男の子です。

　最近は、名前を言っ

たり、ごっこ遊びをし

て元気に過ごしてます。これからも明るく健
す こ

や

かに育ってね。

齊藤　遼
はるき

粋くん　　　
　（２歳11か月）

　元気いっぱいやん

ちゃな羽美は、体を

動かして遊ぶのが大

好 き!　 最 近 は、 す

べり台にハマって公園に行くと「もう１回!
もう１回!」と言ってなかなか帰ろうとしませ

ん。そんな可愛い「わがやのアイドル」です。

泉
いずみだて

舘　羽
は み

美ちゃん
　 （２歳）

山根尋常小学校

　昭和１０年代前半（岸　久子さん提供）
　山根尋常小学校は、明治 24 年に開校し、昭和 14 年に毛呂村と

山根村が合併し、毛呂山小学校西分
ぶんきょうじょう

教場と名前を変え昭和 25 年に

廃校になるまで存在しました。現在この場所には、老人福祉センター

山根荘があります。今となっては、学校があった面
お も か げ

影は感じられま

せんが、山根荘の南側に当時の校門がひっそりと残されています。

□広報もろやまは、役場ホール、両公民館、図書館、保健センター、教育センター、総合公園体育館、歴史民俗資料館、福祉会館に置いてあります。

現在の風景

植物油インキを使用しています。

募　集　中
昭和６０年代ごろまでの昔の
写真を募集しています。ご提
供いただける方は、役場秘書
広報課広報広聴係ｔ (２９５)
２１１２内線３３２までご連
絡ください。

当時を偲
しの

ばせる校門
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